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小規模案件用「終了時評価調査結果要約表」 

１．案件の概要 

国名：タイ王国 案件名：南部における生ゴミを含む 

リサイクルシステム構築の試み 

分野：環境 援助形態：開発パートナー事業 

所轄部署：地球環境部第２グループ 

環境管理第２チーム 

協力金額（評価時点）：約1.4億円 

協力 2002年10月９日から 先方関係機関：国立ソンクラ大学 

期間 2005年10月８日まで 日本側協力機関：文教大学 

       （株）廃棄物政策研究所 

１－１ 協力の背景と概要 

タイ王国（以下、「タイ」と記す）における一般廃棄物処理は、従来タイ内務省と科学技術環境省共

管の中央集権的な構図で行われてきたが、バンコクをはじめ都市部においては依然として低い住民の環

境意識や行政側の財政逼迫、経験不足に起因して、急増するゴミ量に対応することが難しい状況となっ

ている。またスラムの存在をはじめ、既存廃棄物回収産業の近代化の遅れが社会問題としてゴミ問題を

より深刻なものにしている。本プロジェクトの対象であるソンクラー県ハジャイ市のような地方都市に

おいても、直接投棄による非衛生最終処分場の改善がめざされてきたが、社会システムの変革の困難性

や費用条件が問題の解決を遅らせている。 

 ハジャイ市及び周辺のタンボン（市レベルより小さい地方行政組織の呼称）のこうした状況のなか、

本プロジェクトのカウンターパートである国立ソンクラ大学は、市民の分別意識を定着させることによ

って生ゴミを含むリサイクルシステムの構築に問題解決の可能性を見いだそうとしている。リサイクル

によって、処分されるゴミの安定化を図ることが可能となり、ゴミの減量につなげることができる。 

 本件受託団体である文教大学は、過去のバンコク首都圏での調査研究経験やソンクラ大学環境管理学

科との共同研究を通じて、コミュニティを基礎とするタンボンにはコミュニティ内の組織を中心とした

日本型の分別回収が問題解決に有効であると結論づけるとともに、これを地方中核都市（ハジャイ市）

と周辺タンボンの間の共同リサイクル計画として推進することが最も実現性のあるシステムであると

考えている。しかしながら、ソンクラ大学はリサイクル事業実施の経験・ノウハウを有しておらず、ま

た環境科学が研究主体であるために、既存回収業の産業転換や再資源化システムの設計といった社会科

学領域のテーマには人材が不足している。 

 本プロジェクトは、文教大学－ソンクラ大学の共同研究の上に、日本のリサイクルシステム構築の経

験・ノウハウの移転を付加することで、現在のままでは解決の糸口が見いだせないタイの廃棄物行政の

改革を実行させようとするものであり、2002年10月より３年間、JICAは文教大学と業務委託契約を締結

し、同事業を開発パートナー事業として実施している。 

 



 

１－２ 協力内容 

（１）上位目標 

パイロットプロジェクト対象地域においてゴミの減量、ゴミの安定化が進む 

（２）プロジェクト目標 

パイロットプロジェクト対象地域においてリサイクルシステムが構築される 

（３）成 果 

 １．パイロットプロジェクト対象地域において特定のリサイクル資源が分別収集される 

 ２．分別収集されたリサイクル資源の選別・堆肥化がモデル施設において可能になる 

 ３．回収された資源の利用先が確保される 

 

 ＊投入実績、プロジェクト活動実績は、「終了時評価報告書」参照 

２．評 価 

（１）妥当性 

全般的に妥当性は高い。モデルコミュニティの属する３つの自治体では、いずれも廃棄物処理の問

題を抱えており、特に廃棄物最終処分場の残り受容能力が低いため、ゴミ量の削減により処分場の延

命化を図ることが重要である。またタイ国内全体においても同様の問題は顕在化しており、タイの第

８次国家経済社会計画のなかでも、国内のリサイクル率を2001年までに10％、2006年までに15％まで

に引き上げることを目標としている。本協力はこうした問題の克服に大きく貢献する。一方、JICAの

国別事業実施計画においても、環境保全を５つの援助重点分野の１つに掲げており、本協力は、タイ

側のニーズや政策、日本側の協力政策にも合致したものである。 

 

（２）有効性 

プロジェクトの有効性について、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）のプロジェクト目

標の指標である「１か月に１回以上のリサイクル資源回収活動が行われている」とプロジェクト目標

へ至る３つの成果は既に達成されており、その点では目標は達成されているといえる。 

しかしながら、例えばリサイクル資源回収活動が実施されていても、その収集量は当初予測してい

た量を大きく落ち込んでおり、プロジェクト目標である「パイロットプロジェクト対象地域において

リサイクルシステムが構築される」が達成されたことの判断には、資源回収の頻度のみではなく、そ

の量も検討の必要がある。したがって、プロジェクト残り期間において収集されるリサイクル資源の

量をどの程度増加できるかという点をプロジェクト終了まで継続的に注視し、改めて有効性を判断す

る必要がある。 

 

 

 
 



 

（３）効率性 

効率性はある程度のレベルには達しているものの、改善の余地もあると判断される。 

投入のタイミングという点では、資源物分別・堆肥化のモデル施設の建設が遅れたこと、パイロッ

トプロジェクトの進捗管理のための日本人専門家の派遣が遅れたこと、等がタイ側関係者から聞かれ

た。しかしながら、これらの遅れは施設建設に係る環境影響評価の実施、治安の悪化に伴い専門家の

現地入りができなかったこと等、外部要因が主な理由となっている。 

投入量では、専門家について問題は見られずタイ側の満足度も高かった。一方で資源物分別・堆肥

化のモデル施設については、住民の堆肥化物分別、資源物回収への協力率がまだ低く、現時点で施設

へ収集される量は施設の規模を大きく下回っており、規模に見合う投入にはなっていない。この点は

今後協力終了までに改善の余地を残している。 

投入の質に関しては、タイ側は日本人専門家の指導、供与された機材に満足しており、これらがプ

ロジェクトの進捗を円滑にしたという印象をもっている。 

 

（４）インパクト 

上位目標の達成について、PDMの上位目標達成の指標である、収集リサイクル資源の中にある異物

の割合の減少、最終処分場へのゴミ搬入量の減量という指標の達成については、今後の分別・堆肥化

設備の維持管理や分別収集のコミュニティ全体への普及などがプロジェクト終了後も継続してなさ

れる必要があるが、パイロットコミュニティの中心メンバーによる積極的な活動ぶりもあり、上位目

標の達成はある程度期待できるものと思われる。またハジャイ市がパイロットプロジェクトの成果に

啓発され、独自にパイロットプロジェクトを実施していないコミュニティに対しても、分別収集回収

を始めており、これも正のインパクトといえる。 

 

（５）自立発展性 

自立発展性に関しては、パイロットモデル地区のコミュニティ委員会を中心としたメンバーが積極

的に分別収集へ協力したり、他のメンバーへ普及させる意欲をもっている点、またパイロットプロジ

ェクトの対象となった３自治体の廃棄物担当者も本プロジェクトの取り組みに啓発され、こうした住

民分別の動きを他の地区にも広める意欲を強くもっている点が良好な面としてあげられる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

一方でゴミの減量を図るためには、分別ゴミ中の特に、生ゴミの堆肥化による減容が継続的に行わ

れる必要がある。モデルプラントの建設は本プロジェクトでなされたが、施設維持のためのコスト負

担が今後必要となる。また終了後収集規模を拡大していくためには新たな施設の建設等も求められ、

こうした財政的負担も含めた、事業のオーナーシップをだれがもつかということが現時点では明確で

はない。現有のモデル分別・堆肥化施設はハジャイ市が引き継ぐ可能性が高いが、その後の事業の運

営についても、直接のカウンターパートではないものの、自治体が積極的にかかわっていくことが本

事業の自立発展性の鍵になるものと思われ、現時点では事業の自立発展性は定かではない。 

 

３．特記事項（提言・教訓等を含む） 

３－１ 提 言 

（１）短期的提言（協力期間終了まで） 

・住民の協力を得るためのより効率的な排出源分別システムを標準化すること 

・プロジェクト成果の更なる波及のためパイロットプロジェクト拡大のアクションプランの策定 

・廃棄物収集は公共サービスという性質が強いため、収集システム構築のための更なる自治体の関

与の推進 

・現在プロジェクトが運営しているモデルプラント（選別・コンポスト）のタイ側への移管とタイ

側オーナーシップの醸成 

 

（２）長期的提言（協力期間終了後） 

・プロジェクト終了後の事業持続性を確保するためのタイ側独自の能力開発の継続 

・行政がリサイクルシステムを構築するという観点だけでなく、従来の資源収集を担っているセク

ターに対するインパクトの検討 

 

３－２ 教 訓 

（１）廃棄物処理のような自治体の公共サービスのパイロットプロジェクトの場合は、プロジェクトの

初期段階から自治体の関与と自治体を通じた普及が住民の良好な協力を得るために重要である。 

 

（２）選別・コンポストプラントの建設に長期間を要した。これはサイト選定、設計、許可取得、入札・

契約、資機材の調達に予想以上の時間がかかり、パイロットプロジェクトの開始が遅くなり、住民

のプロジェクトに対する関心を低下させたところがある。今後類似のプロジェクトを実施する際に

は、住民の関心を長期間持続させるために、施設建設の準備と工事を可能な限り早く完了させるこ

とが望ましい。 
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第１章 評価調査の概要 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

タイ王国（以下、「タイ」と記す）における一般廃棄物処理は、従来タイ内務省と科学技術環境省

共管の中央集権的な構図で行われてきたが、バンコクをはじめ都市部においては依然として住民の低

い環境意識や行政側の財政逼迫、経験不足に起因して、急増するゴミ量に対応することが難しい状況

となっている。またスラムの存在をはじめ、既存廃棄物回収産業の近代化の遅れが社会問題としてゴ

ミ問題をより深刻なものにしている。本プロジェクトの対象であるソンクラー県ハジャイ市のような

地方都市においても、直接投棄による非衛生最終処分場の改善がめざされてきたが、社会システムの

変革の困難性や費用条件が問題の解決を遅らせている。 

 ハジャイ市及び周辺のタンボン（市レベルより小さい地方行政組織の呼称）のこうした状況のなか、

本プロジェクトのカウンターパートである国立ソンクラ大学は、市民の分別意識を定着させることに

よって生ゴミを含むリサイクルシステムの構築に問題解決の可能性を見いだそうとしている。リサイ

クルによって、処分されるゴミの安定化を図ることが可能となり、ゴミの減量につなげることができ

る。 

 本件受託団体である文教大学は、過去のバンコク首都圏での調査研究経験やソンクラ大学環境管理

学科との共同研究を通じて、コミュニティを基礎とするタンボンにはコミュニティ内の組織を中心と

した日本型の分別回収が問題解決に有効であると結論づけるとともに、これを地方中核都市（ハジャ

イ市）と周辺タンボンの間の共同リサイクル計画として推進することが最も実現性のあるシステムで

あると考えている。しかしながら、ソンクラ大学はリサイクル事業実施の経験・ノウハウを有してお

らず、また環境科学が主体であるために、既存回収業の産業転換や再資源化システムの設計といった

社会科学領域のテーマには人材が不足している。 

 本プロジェクトは、文教大学－ソンクラ大学の共同研究の上に、日本のリサイクルシステム構築の

経験・ノウハウの移転を付加することで、現在のままでは解決の糸口が見いだせないタイの廃棄物行

政の改革を実行させようとするものであり、2002年10月より３年間、JICAは文教大学と業務委託契約

を締結し、同事業を開発パートナー事業として実施している。 

本プロジェクトは2005年10月でプロジェクト終了を迎えることから、これまでの活動状況の進捗を

調査し、評価５項目に基づく終了時評価を行うとともに、今後タイ側のイニシアティブにより事業を

行う際の提言や、今後の類似案件への活用すべき教訓についても抽出することを目的として、調査団

の派遣が行われた。また調査の結果を合同調査報告書として作成し両国関係者にてミニッツとして署

名を行った。 

 

１－２ 調査団の構成 

担 当 氏 名 所   属 

団長・総括 小嶋 良輔 JICA地球環境部第２グループ環境管理第２チーム チーム

長 

廃棄物管理システム 和田 英樹 株式会社廃棄物政策研究所 

評価分析 小島 弘之 JICA地球環境部第２グループ環境管理第２チーム 特別嘱

託 
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１－３ 評価調査日程 

日順 月日（曜） 行   程 宿泊 

1 9/7(水） 移動 成田－バンコク（JL717） バンコク－ハジャイ（TG235） ハジャイ

2 9/8(木） 

AM：ハジャイ市クランナ地区分別収集調査、地区への聞き取り 

大型ホテルからの生ゴミ収集調査、ジャンクショップ調査 

コンポスト施設調査、ハジャイ市の埋め立て処分場調査 

PM：ハジャイ市副市長表敬・協議 

ハジャイ市環境啓発・教育課長協議 

同上 

3 9/9(金) 

AM：クアラン市クアンサンティ地区調査、聞き取り 

ジャンクショップ訪問調査 

PM：分別、堆肥化施設運営のコンソーシアム会議への出席 

同上 

4 9/10(土） 
AM：コホン市パームシティ地区調査、コホン市埋め立て処分場調査 

PM：コホン市パームシティ地区聞き取り調査 
同上 

5 9/11(日） 
AM：資料整理、合同評価報告書案作成 

PM：ハジャイ市クランナ地区聞き取り調査 
同上 

6 9/12(月） 
AM：ソンクラ大学副学長表敬、合同評価報告ドラフト説明・協議 

PM：ミニッツ署名、ハジャイ市長表敬訪問 
同上 

7 9/13(火） 

移動 ハジャイ－バンコク（TG238） 

JICAタイ事務所報告 

移動 バンコク－成田（JL704） 

機中 

8 9/14(水） AM：成田着   

 

１－４ 主要面談者 

＜タイ側関係者＞ 

 ・ソンクラ大学 

  副学長（研究・国際関係担当） Dr.Supachok 
  大学院環境管理学部研究開発部長 Dr.Rotchanatch 
 
 ・ハジャイ市 
  市長 Mr.Prai Pattano 
  副市長（公共事業担当） Mr.Somboon 
  副市長（公衆衛生担当） Mr.Boonchuay 
  環境啓発・教育課長 Ms. Nuntakasu 
 
 ・プロジェクト関係者 
  プロジェクトローカルコーディネーター Ms.Rattanasiri 

  パイロットプロジェクト実施コミュニティ３地区（ハジャイ市クランナ地区、コホン市パームシ

ティ地区、クアラン市クアンサンティ地区）のコミュニティコミッティーメンバー 
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 ・その他 

  ハジャイ市、コホン市、クアラン市廃棄物担当職員 

 

＜日本側関係者＞ 

 ・JICAタイ事務所 

  佐藤 幹治 所 長 

  立場 正夫 次 長 

  奥邨 彰一 次 長 

  斉藤 幹也 所 員 

 

１－５ プロジェクトの概要 

タイにおいては、バンコク首都圏はもとより、地方中核都市においても廃棄物処理は深刻な問題と

なっている。特に近年の生活様式の変化や、都市部の人口増大が急速化していることにより、最終処

分場へ持ち込まれるゴミ量は増加している。一方で、既存の処分場はその容量に限度があり、また新

規処分場の建設も周辺住民の反対などにより進まないため、最終処分場へ持ち込まれるゴミ量を削減

することが急務となっている。 

こうした背景の下、本プロジェクトは文教大学－ソンクラ大学の共同研究の上に、日本のリサイク

ルシステム構築の経験・ノウハウの移転を付加することで、タイでの適正技術を用いた廃棄物処理シ

ステムを構築し、最終処分場へのゴミ量の削減を目的として、タイ南部ソンクラー県のハジャイ市、

コホン市、クアラン市の３つの自治体をパイロット地区として実施されており、その内容には、各市

１地区（約200世帯）での生ゴミ及びリサイクル資源ゴミの住民による分別と収集、モデル施設におけ

るリサイクル資源の選別と生ゴミの堆肥化、住民へのゴミ分別に対する啓発活動などが含まれている。 
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第２章 評価の方法 
 

２－１ プロジェクト評価の方法 

終了時評価は、プロジェクト・サイクル・マネジメント（PCM）手法に基づいて「改訂版 JICA事

業評価ガイドライン」に沿って行われた。同評価は、プロジェクト管理のための要約表であるPDM（プ

ロジェクト・デザイン・マトリックス）を用い、評価時点での実績（計画の達成状況若しくは達成見

込み）及び実施プロセスの検証を踏まえたうえで、以下の評価５項目（妥当性・有効性・効率性・イ

ンパクト・自立発展性）の観点から行う多面的な評価である。評価を行うにあたっては、評価グリッ

ド（付属資料参照）を作成し、具体的な評価設問を設定した。 

 

 ① 妥当性（relevance）1 

プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が受益者のニーズに合致して

いるか、問題や課題の解決策として適切か、被援助国及び日本側の政策との整合性はあるか、プロ

ジェクトの戦略・アプローチは妥当か、公的資金であるODAで実施する必要があるかなどといった

「援助プロジェクトの正当性・必要性」を問う視点。 

 

 ② 有効性（effectiveness） 

プロジェクトの実施により本当に受益者若しくは社会への便益がもたらされているのか（あるい

は、もたらされるのか）を問う視点。 

 

 ③ 効率性（efficiency） 

主にプロジェクトのコストと効果の関係に着目し、投入が有効に活用されているか（あるいはさ

れるか）を問う視点。 

 

 ④ インパクト（impact） 

プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及効果を見る視点。予期し

ていなかった正・負の効果・影響を含む。 

 

 ⑤ 自立発展性（sustainability） 

援助が終了してもプロジェクトで発現した効果が持続しているか（あるいは持続の見込みはある

か）を問う視点。 

 

２－２ 調査方法 

 （1）文献資料調査：本件のプロジェクト・プロポーザル、ミニッツ、年次報告書などにより関連情

報を収集・分析した。 

 

 （2）質問票による聞き取り調査：事前送付した質問票を用いてソンクラ大学（PSU）、モデルコミュ

ニティの住民、モデル地区自治体廃棄物担当部署、モデル資源分別・堆肥化施設、モデル施設運

営コンソーシアム・その他プロジェクト関係者に対し広範な聞き取り調査を実施した。聞き取り

                                            
1 以下の５項目の説明は、「プロジェクト評価の実践的手法（改訂版 JICA事業評価ガイドライン）」p.37 から抜粋した。 
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を行った対象者と聞き取り調査のポイントは、以下のとおりである。 

 

1)ソンクラ大学 

プロジェクトへのかかわり方とプロジェクトに関する大局的な事柄を聞く 

2)モデルコミュニティ住民代表者（３地区）： 

プロジェクトへのかかわり方とプロジェクトに関する実績など詳細を聞く 

3)モデルコミュニティの所属する自治体廃棄物担当部署（３市）： 

プロジェクトへのかかわり方とプロジェクトに関する大局的な事柄を聞く 

4)モデルリサイクル分別・堆肥化施設: 

プロジェクトへのかかわり方とプロジェクトに関する実績など詳細を聞く 

5)リサイクル施設運営コンソーシアム： 

プロジェクトへのかかわり方とプロジェクトに関する大局的な事柄を聞く 

 

 （3）現場での直接観察：供与機材に関する稼働状況・保管状況、住民のゴミ分別状況、生ゴミの性

状、生成コンポストの状況、収集・運搬、ゴミ最終処分場、リサイクル業者の収集状況、住民啓

発・広報などにつき、現場での観察を行った。 
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第３章 プロジェクトの実施経過と現状 
 

(1)パイロットプロジェクト対象地区の選定 

地域最大の商業都市であるハジャイ市（アーバンエリア人口15.7万人）、その周辺のベッドタウ

ンであるコホン市（同3.7万人）及びクアラン市（同３万人、ハジャイ市のゴミの埋め立て処分場が

立地している）を選定した。各市が、分別収集のパイロット地区を選定、ハジャイ市はクランナ地

区、コホン市はクロンワ地区、クアラン市はクアンサンティ地区を選定した。パイロット地区で住

民に対するプロジェクトの説明を行い、シード（Seed）プロジェクトとして、生ゴミと資源ゴミの分

別排出を開始した。収集は従来どおり、一般ゴミの収集時に分別ゴミを混載した。ゴミの排出量、

組成、分別協力率（参加率）などのデータを記録した。家庭におけるゴミの分別排出のプロモーシ

ョン活動を実施し、コホン市のクロンワ地区は住民の協力が不十分なため中止し、パームシティ地

区へ変更した。 

 

(2)選別・コンポストプラントの建設 

分別収集した生ゴミからコンポストを製造する、資源ゴミを種類別に選別し、貯留しておくため

の施設を建設することとし、用地をいくつかの候補から選定。最終的にハジャイ市の処分場用地（場

所はクアラン市内にあるが、処分場用地はハジャイ市が所有している）に決定。環境影響評価調査

を行い、市から許可を受けて、建設。工事開始後に地盤が元の埋め立て地であることが分かり杭打

ち基礎工事を追加。2005年３月完成、４月より稼働開始。キャパシティはあくまでパイロットプロ

ジェクトだけの計算で生ゴミは1.5トン/日、資源ゴミは３トン/日（損益分岐点を超える規模）。 

 

(3)パイロットプロジェクトの実施 

選別・コンポストプラント完成後の2005年４月から本格的な生ゴミの分別収集、コンポスト作り、

資源ゴミの収集を開始した。 

上記３地区を対象に生ゴミ専用のコンテナ（中に網状の水切りかごがある）を各家庭へ配布、通

常のゴミ収集ビンのそばに生ゴミ専用の公共収集ビンを設置、分別排出・収集を開始。資源ゴミは

不要になった砂糖の袋に入れて家の前に置く。市の分別ゴミ収集専用車両が収集して、選別・コン

ポストプラントへ直行する。市の収集人には市の月給とは別に月500バーツを支払っている。 

 ﾊｼﾞｬｲ市ｸﾗﾝﾅ地区 ｺﾎﾝ市ﾊﾟｰﾑｼﾃｨ地区 ｸｱﾗﾝ市ｸｱﾝｻﾝﾃｨ地区 

地区の特徴 多くの住民が20年以上居

住、全員が仏教徒。血縁

関係が多い。コミュニテ

ィ活動の歴史は長い。過

去カナダが分別収集の協

力を実施。 

できてから９年の歴史の

浅い地区、タウンハウス

が多い。近所付き合いは

少ない。党派間の争いが

ある。 

よその土地からの流入者

が多い。血縁、地縁は弱

い。ムスリムが多い。市

長とコミュニティコミッ

ティの関係が薄い。 
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分別収集の現

状 

生ゴミは日曜日を除く毎

日、資源ゴミは週１回土

曜日のみ、市の専用ダン

プトラック１台で収集。

サレンやジャンクショッ

プに売る世帯もある。 

生ゴミは月、水、金、土、

資源ゴミは週１回土曜日

に市の専用ピックアップ

トラック（屋根付き）１

台で収集。サレンは来な

い。 

生ゴミは月、水、金、資

源ゴミは週１回土曜日に

市の収集車両１台で収

集。サレンは週２回市の

収集後にやって来る。資

源ゴミの30％が市の収

集。 

 

このほか、ホテルから生ゴミ（果物、野菜だけ提供されている。その他は養豚業者へ回っている）

を、日曜日を除き毎日収集してコンポストプラントへ運んでいる。 

 

(4)選別・コンポストプラントの運用 

コンポストプラントにプロジェクトで２人の専任スタッフを配置（月給は7,000バーツと5,650バ

ーツ）。生ゴミは日曜日を除く毎日受入れ（８月の平均182kg/日）、資源ゴミは週１回土曜日に受

入れ（日によって量は大きく変わる。８月の最低７kg、最大77kg）。 

よく使われている施設・機材：コンポストヤード、はかり、生ゴミ粉砕機、ショベルローダーは

毎日使用されている。生ゴミを毎日収集しているため。 

あまり使われていない施設・機材：トラックスケール、資源ゴミ選別用ベルトコンベア、資源ゴ

ミ（缶、プラスチック）のプレス機はほとんど使われていない。資源ゴミの量が少なく、機械を使

うほどでない。 

 

(5)コンソーシアム会合の開催 

本プロジェクトの関係機関であるソンクラ大学、ハジャイ市、コホン市、クアラン市、コミュニ

ティのコミッティリーダー、ホテル、デパート、ボトラーなどの関係者が定期的に会合し、プロジ

ェクトの進捗状況報告、計画打合せ、会計報告、情報・意見交換を実施している。これまで９回開

催されている。プロジェクト支出は15,000～25,000バーツ/月。 

 

(6)啓発・普及活動 

住民説明会用ガイドブック、啓発キャンペーンマニュアルの作成と説明会、ロゴ入りTシャツ、

キャンペーン行事の実施、プロジェクト説明パンフレット、プラント説明リーフレット、子ども向

け教材、パイロット地区の道路脇の収集場所の生ゴミビンへの説明図、協力呼びかけ垂れ幕掲示、

掲示板へのデータ掲示、マスコミへのプラント紹介など。 

 

(7)パイロットプロジェクトの評価、拡大計画の策定、リサイクル事業計画マニュアルの作成 

未実施。パイロットプロジェクト開始の遅れと治安悪化による専門家派遣の遅れによる。 
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第４章 プロジェクトの実績と目標達成状況 
 

本章では、PDMに示された「投入」「活動」の実績及び「成果」「プロジェクト目標」「上位目標」

の達成状況について述べる。 

 

４－１ 投入実績 

プロジェクトの投入実績を以下のとおり示す。 

 

 ４－１－１ 専門家 

 

平成14年度（第１年次） 

氏 名 担 当 業務内容 派遣期間 回 数 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H14.10.12～

10.18 

第１回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H14.12.18～ 

 H15.01.08 

第２回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H15.03.09～

03.19 

第３回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H14.10.13～

10.26 

第１回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H14.12.18～ 

H15.01.08 

第２回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H15.03.09～

03.21 

第３回目 

山脇千賀子 市民参加担当 分別収集のための環境教育推進 H14.12.18～

12.28 

第１回目 

山田修嗣 社会開発担当 地域リサイクル産業の立ち上げ H14.12.22～ 

H15．01.07 

第１回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H14.10.13～

10.26 

第１回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H14.12.18～ 

H15.01.08 

第２回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H15.03.09～

03.21 

第３回目 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H14.10.13～

10.26 

第１回目 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H14.12.04～ 

H15.12.10 

第２回目 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H14.12.24～ 

H15.01.08 

第３回目 
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氏 名 担 当 業務内容 派遣期間 回 数 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H14.10.14～ 

H15.01.10 

第１回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H15.01.24～

03.31 

第２回目 

 

平成15年度（第２年次） 

氏 名 担 当 業務内容 派遣期間 回 数 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H15.07.02～

07.11 

第１回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H15.08.19～

09.05 

第２回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H15.10.09～

10.15 

第３回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H15.11.23～

11.28 

第４回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H15.12.24～ 

H16.01.08 

第５回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H16.02.25～

03.06 

第６回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H16.03.15～

03.27 

第７回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H15.06.20～

06.25 

第１回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H15.10.09～

10.16 

第２回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H15.11.24～

11.28 

第３回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H15.12.21～

12.28 

第４回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H16.03.20～

03.27 

第５回目 

山脇千賀子 市民参加担当 分別収集のための環境教育推進 H15.08.13～

08.20 

第１回目 

山脇千賀子 市民参加担当 分別収集のための環境教育推進 H16.02.22～

02.28 

第２回目 

山田修嗣 社会開発担当 地域リサイクル産業の立ち上げ H15.08.13～

08.20 

第１回目 

山田修嗣 社会開発担当 地域リサイクル産業の立ち上げ H15.10.10～

10.14 

第２回目 
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氏 名 担 当 業務内容 派遣期間 回 数 

山田修嗣 社会開発担当 地域リサイクル産業の立ち上げ H15.12.24～

12.30 

第３回目 

山田修嗣 社会開発担当 地域リサイクル産業の立ち上げ H16.02.23～

03.05 

第４回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H15.05.12～

05.29 

第１回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H15.06.23～

07.07 

第２回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H15.09.01～

09.18 

第３回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H15.10.16～

11.05 

第４回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H15.12.15～

12.21 

第５回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H16.01.30～

02.12 

第６回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H16.03.20～

03.27 

第７回目 

石川雅紀 収集システム担当 資源収集システム構築 H16.01.04～

01.12 

第１回目 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H15.06.15～

06.23 

第１回目 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H15.09.01～

09.13 

第２回目 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H15.12.15～

12.28 

第３回目 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H16.03.20～

03.27 

第４回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H15.05.01～

11.08 

第１回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H15.11.23～ 

H16.01.15 

第２回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H16.01.21～

03.31 

第３回目 
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平成16年度（第３年次） 

氏 名 担 当 業務内容 派遣期間 回 数 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H16.06.13～

06.18 

第１回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H16.08.01～

08.10 

第２回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H16.08.24～

09.09 

第３回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H16.12.23～

12.29 

第４回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H17.02.25～

03.02 

第５回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H17.03.20～

03.28 

第６回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H16.06.04～

06.19 

第１回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H16.11.22～

12.04 

第２回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H17.02.23～

03.02 

第３回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H17.03.16～

03.28 

第４回目 

山脇千賀子 市民参加担当 分別収集のための環境教育推進 H16.08.31～

09.07 

第１回目 

山脇千賀子 市民参加担当 分別収集のための環境教育推進 H17.02.25～

03.02 

第２回目 

山田修嗣 社会開発担当 地域リサイクル産業の立ち上げ H16.06.14～

06.18 

第１回目 

山田修嗣 社会開発担当 地域リサイクル産業の立ち上げ H16.08.31～

09.07 

第２回目 

山田修嗣 社会開発担当 地域リサイクル産業の立ち上げ H17.02.25～

03.02 

第３回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H16.08.04～

08.24 

第１回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H16.09.13～

09.27 

第２回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H17.03.10～

03.30 

第３回目 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H16.08.17～

08.31 

第１回目 
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氏 名 担 当 業務内容 派遣期間 回 数 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H17.01.03～

01.13 

第２回目 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H17.03.11～

03.21 

第３回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H16.04.01～

05.23 

第１回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H16.06.09～

12.30 

第２回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H17.01.12～

03.31 

第３回目 

 

平成17年度（第４年次） ※H17．11現在 

氏 名 担 当 業務内容 派遣期間 回 数 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H17.8.5～ 

8.12 

第１回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H17.10.6～

10.11 

第２回目 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H17.12.23～

12.29 

予定 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H18.2.14～

2.** 

予定 

藤井美文 プロジェクトリー

ダー 

プロジェクト総括・基本方針提示 H18.3.18～

3.** 

予定 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H17.7.13～

7.21 

第１回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H17.11.20～

11.26 

第２回目 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H17.12.18～

12.29 

予定 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H18.2.14～

2.** 

予定 

和田英樹 プロジェクト・サ

ブ・リーダー 

プロジェクト進行補佐 H18.3.18～

3.** 

予定 

山脇千賀子 市民参加担当 分別収集のための環境教育推進 H17.10.6～

10.10 

第１回目 

山田修嗣 社会開発担当 地域リサイクル産業の立ち上げ H17.10.7～

10.10 

第１回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H17.7.13～

7.18 

第１回目 
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氏 名 担 当 業務内容 派遣期間 回 数 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H17.10.16～

10.22 

第２回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H17.11.20～

11.26 

第３回目 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H18.1.10～

1.** 

予定 

村山彰啓 施設整備担当 リサイクル施設設計、建設、運営

指導プロジェクト進行補佐 

H18.3.18～

3.** 

予定 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H17.12.18～

12.29 

予定 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H18.1.10～

1.** 

予定 

平田憲久 計画推進担当 プロジェクト推進補佐・実態調査

の実施 

H18.2.14～

2.** 

予定 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H17.4.1～

4.10 

現地より帰

国 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H17.7.13～

7.21 

第１回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 

 

H17.8.5～

8.12 

第２回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H17.10.7～

10.22 

第３回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H17.11.20～

11.29 

第４回目 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H17.12.18～

12.29 

予定 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H18.1.10～

1.** 

予定 

松葉温子 現地調整員 プロジェクト推進補佐 H18.2.14～

2.** 

予定 

奥田貴光 コンポスト指導担

当 

リサイクル施設運転へのアドバ

イス 

H17.11.23～

11.29 

第１回目 
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 ４－１－２ 研修員受入れ 

 

 平成16年度（第３年次） 

氏 名 年齢 所属先・役職等 

Dr. Sumate Chaiprapat 32 国立プリンス大学教授 

Mr. Mongkol Songkao 55 ハジャイ市 

Ms. Nuntakarn Khatikarn 48 ハジャイ市 

Mr. Boonlert Kaeo-iat 32 コホン市 

Mr. Tanongsak Aksornsawat 31 クアラン市 

Mr. Koni Himla  45 クアンサンティコミュニティ代表 

Mr. Charoen Na Klomgdee  55 クランナコミュニティ代表 

Ms. Rattanasiri Pimolthai 26 タイ人コーディネータ 

 

研修期間：平成16年５月23日（日）～６月２日（水） 

研修参加者：８名 

研修目的：日本国内におけるリサイクル・ゴミ処理の先進事例の視察・技術研修 

研修訪問先：茅ヶ崎市、文教大学（表敬）、豊明市、二ツ塚処分場、小平市、日野市、目黒区 

 

 ４－１－３ 機材供与 

年 度 品目名 数 量 

パソコン（デスクトップ・ノート各１台） ２ 

携帯電話 １ 

レーザープリンター １ 

 

平成14年 

 
デジタルカメラ １ 

携帯電話 ２ 

レーザープリンター １ 

プロジェクタ・スクリーン １ 

 

平成15年 

 
デジタルビデオカメラ １ 

選別・堆肥化施設 １ 

プラント施設内備品（コンテナ・いす・机等） １ 

コンテナ １式 

配布用バケツ １式 

 

 

平成16年 

 

 パソコン １ 

配布用バケツ（追加） 1000 

コンテナ（追加） 40 

 

平成17年 

 ショベルローダ備品 １ 
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４－２ 成果の達成状況と活動実績 

本プロジェクトでは、PDMに示されたとおり、３つの「成果」が設定された。本節では、各成果を

達成するために必要とされた「活動」の実績を踏まえつつ、成果の達成状況を確認する。 

 

 ４－２－１ 「成果１」の達成状況と活動実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動実績） 

活動1-1 ゴミ排出量・ゴミ組成調査 

国立ソンクラ大学における既存データの整理を行い、タイ南部における固形廃棄物の排出状況の

概要を把握した。また、自治体によるゴミ処理にかかる費用の資料を収集し、分別収集による費用

削減の可能性を検討した。 

 

活動1-2 排出者意識、ゴミ排出動向調査（事前調査） 

2002年10月から、カウンターパートと共同して､アンケート調査表を作成し、３市の助言と協力を

得て調査体制を整えた。ハジャイ市及びコホン市では2002年11月に､クアラン市では2003年１月に、

訪問方式によるアンケート調査を行い、地区当たり200世帯、合計600世帯から回答を得た。調査の

結果、地域住民はゴミ問題をコミュニティが主体的にかかわるべき重要な問題であるととらえてお

り、リサイクル活動開始に対して積極的であることが分かった。あわせて、組成分析を実施し、ゴ

ミ排出の原単位とゴミ排出構造を地区ごとに整理した。両調査を総合的に分析して、パイロット地

区におけるゴミ排出構造として整理した。 

 

活動1-3 コミュニティ構造を調査する 

パイロット地区は、各自治体の推薦に基づいて選定した。選定された地区は、地域活動への活発

な住民参加の実績を有し、一定規模の地区（約200世帯）である。プロジェクト開始後、各コミュニ

ティを訪問し、リサイクル活動に対する意識、地域活動に対する姿勢、地域の特徴などを調査した。

さらに、コミュニティ構造についてより深い理解を必要としたため、のちに社会学的な手法でコミ

成果１ 「パイロットプロジェクト対象地域において特定のリサイクル資源が分別収集される」

活動1-1 ゴミ排出量・ゴミ組成を調査する 

活動1-2 排出者意識とゴミ排出の動向を調査する(事前アンケート) 

活動1-3 コミュニティ構造を調査する 

活動1-4 環境NGOの意向を調査する 

活動1-5 ホテル、レストランなどの有機資源排出者の意向調査をする 

活動1-6 住民説明用広報媒体を作成する 

活動1-7 住民説明会を開催する 

活動1-8 パイロットプロジェクト担当者を日本で研修する 

活動1-9 パイロットプロジェクト現場の映像を写真・VTRで記録する 

活動1-10 排出者意識を調査する（事後アンケート） 

活動1-11 組成分析調査を実施する 

活動1-12 収集・選別作業負荷を測定する 

活動1-13 マスコミなどに情報提供を行う 
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ュニティ構造を調査した(2004年)｡ 

 

活動1-4 環境NGOの意向調査 

ハジャイ市から活発な環境NGOであると紹介のあった“Peaceful City”の事務所を訪問し、活動内容

とその目的についてインタビューを行った。その結果、“Healthy City”というプロジェクトの一部で

はゴミ問題に触れていることが分かった。しかし、ゴミ問題解決に特化した有効な関係を築くこと

は望みが薄く、地元には他に候補がなかったため、バンコクに所在する環境NGO“DEE－Development 

of Energy and Environment”と協働することとした。このNGOは、特に計画段階において、ローカル

コンサルタントとしての役割を果たすに至った。 

 

活動1-5 ホテル、レストランなどの有機資源排出者調査 

ゴミ問題を解決するには、コミュニティだけではく、大量のゴミを排出する商業部門もゴミの減

量化に貢献する必要がある。また、既存リサイクル市場の体系を把握するためにも、ハジャイ市か

ら紹介を受けたデパートを訪問し、インタビュー調査を行った。また、質問票送付によるアンケー

ト調査を2004年５月から６月にかけて実施した。調査対象は、ハジャイ市内のホテル、学校、デパ

ート、スーパー、レストランとした。返答があったところのうち７割以上がリサイクル活動に関心

があると回答し、関心がないと答えたところはなかった。また、公共の分別収集に参加する動機と

して、社会的貢献をあげる事業者が多かった。そこで、地域の大手の事業者であるTesco LOTUS、

Haadthip Coca Cola、地元資本であるDIANA Department Store、JB Hotel、Sakura Grand View Hotelを

Stakeholder Meetingに招き、意見を取り入れるともに、リサイクル活動の地域モデルとなるよう、プ

ロジェクト参加を推奨した。引き続き、コンソーシアム会合にも積極的な参加を招くことができ、

包括的なリサイクルシステムを示せる可能性につながった。 

 

活動1-6 住民説明用広報媒体を作成する 

本格パイロットプロジェクトの計画に先立って行われることとなった小規模の分別プロジェクト

（シードプロジェクト）実施にあたり、主要メンバー（Working Group）で話し合い、プロジェクトロ

ゴ、及びスローガンを決定した。シードプロジェクトでは、各地区から出された案を基に、「ハンド

ブック」や「分別一覧表」などが作成された。また、毎月のニュースレターを発行し、情報と経験

の共有と啓発活動に役立てた。パイロットプロジェクト実施にあたっては、シードプロジェクトの

経験を踏まえて話し合いを重ね、どのような媒体を何の目的でいつのタイミングで使うか、といっ

たことなども含めて決定し、住民説明用広報媒体を作成した｡当初計画されていた啓発ビデオの作成

は、作っても上映する場所がないこと、再生用機械が一般家庭に十分に普及していないことから、

作成しないこととした。また、収集車に何らかの音響設備をつけ、資源収集時にキャンペーン音楽

を再生する、という案も採択はされたが、十分な出力が見込める普及効果の高い（安価な）設備を

期間内に調達できなかったため、使用しないこととした。プロジェクト啓発パンフレット、プロジ

ェクトロゴ入りＴシャツ、ロゴ入り鉛筆、啓発ゲームブックに、合わせて啓発キャンペーンマニュ

アルも作成した。マニュアルは、地区のリサイクルリーダー選定から始まり、分別指導のリーダー

養成から、地区全体対象の大きなイベントまでの流れと啓発ツールの使い方を網羅したものを作成

した。 
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活動1-7 住民説明会を開催する 

分別収集のための住民説明会対応マニュアルと各種啓発ツールを活用し、住民説明会の日時、場

所の調整を行った。政治的な問題から適切な場所が使えない、市長との日程調整ができない、人が

集まらない、などの問題もあったが、適宜回数を増やしたり、宣伝を追随的に行うことで補った。

結果的に、住民の協力も得られ、３地区合同イベント（セミナーと選別・堆肥化施設見学を合わせ

たGrand Opening Day）にも多数の参加が得られ、参加してよかったという声が多かった。 

 

活動1-8 日本の先進事例研修 

生ゴミの堆肥化を行っている自治体、ゴミの有料化を行っている自治体、各戸収集を行っている

自治体、ゴミステーションを導入している自治体などを視察して回った。ゴミの焼却施設、資源の

選別施設、最終処分場もあわせて見学し、自治体による分別収集の具体像を示す内容の施設訪問旅

行となった。その効果は、担当者が帰国したのち顕著となった。すなわち、パイロットプロジェク

トにおける分別収集システム構築に向け、それぞれの自治体の課題と締め切りとを設けつつ議論を

進めるなど、議論が活性化したのである。しかし、帰国後にWorking Group会議の議長を務め、プロ

ジェクト推進の重要な役割を果たしていたハジャイ市役所公共事業部長がパイロットプロジェクト

の開始を目前に他自治体に異動になったことは非常に残念であった。また、招いたコミュニティ代

表も、市長が交代するという政治的状況の変化によって、研修成果を最大限に発揮することができ

なかった。 

 

活動1-9 パイロットプロジェクト現場の映像を写真・VTRで記録する 

投入したデジタルカメラとデジタルビデオカメラを使用し、パイロット地区の活動を記録し、毎

月発行したNEWS LETTERの題材にするなどして活用した。また、関係者間の会議において映像を報

告し、議論の活性化に役立てた。 

 

 

活動1-10、1-11 排出者意識、組成分析調査（事後） 

パイロットプロジェクトが排出者意識とゴミ排出構造にどのような変化をもたらしたか、期待し

た効果はあったかどうかをパイロットプロジェクト以前に行った調査結果と比較し、分析するため

に行った。アンケート調査は、調査票をカウンターパートと協働して作成し、学生を雇って行った。

組成分析は、分別ごとにサンプルをとり、各種２回以上の組成調査を行った。現在、収集したデー

タを取りまとめている段階である。 

 

活動1-12 収集・選別作業負荷を測定 

曜日ごとのゴミ排出量の変化を把握するため、連続する７日間を１単位とし、合計14日のゴミ、

資源収集にかかる時間及び労力を分別収集の開始前と開始後で記録した。パイロットプロジェクト

以前は、すべての種類のゴミをほぼ毎日収集していたが、パイロットプロジェクトでは、３種類の

分別ごとに収集頻度が異なるので、それぞれの収集ごとにデータを記録した。収集したデータから、

混合収集と分別収集によるゴミ処理にかかる必要経費を比較分析する。現在、分析に使用するデー

タを取りまとめている段階である。 
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活動1-13 マスコミに対する情報提供 

パイロットプロジェクト開始にあたり、テレビを含むマスコミにプレスリリースを行った。地元

放送局がパイロットプロジェクトの開始セレモニー（Grand Opening Day）の様子を放送し、社会的関

心の高まりが期待される。また、自分たちの活動がテレビで紹介された、とパイロット地区の住民

の励みにもなっている。 

 

（成果の達成状況） 

以下、図４－１に、上記一連の活動から確定されたパイロットプロジェクトの分別収集システム

を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（プロジェクト資料より作成） 

図４－１ パイロットプロジェクトの分別収集システム 

 

図４－１のシステムモデルに基づいて、2005年４月10日より、住民と自治体による分別が始まっ

た。現在、５か月が経ったが、収集に関しては、ハジャイ市のパイロット地区では、３分別に基づ

いた安定した収集が実現された。コホン市及びクアラン市のパイロット地区では、収集車両や収集

員の調整がうまくいかず、月曜日から土曜日、毎日収集することになっていた生ゴミ収集が隔日収

集に変更になった。資源の収集は、週１日決められた曜日に収集することになっていたが、収集員

の都合で曜日が前後しているのが現状である。住民の分別に関しては、全体的に、分別されて排出

された資源にはゴミの混合率は低いが、問題は参加率が低いことである。一部住民は、パイロット

プロジェクトの分別収集に参加していない。参加動機、参加阻害要因などは、排出者意識調査、及

び排出構造調査（組成分析含む）の分析を通じて明らかにされると期待している。その結果を反映

させ、より参加しやすい分別収集システムへの発展へつなげることが、今後の課題である。 
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 ４－２－２ 「成果２」の達成状況と活動実績 

 

 

 

 

 

 

（活動実績） 

活動2-1 選別・堆肥化施設の仕様決定 

  資源の選別・堆肥化施設内での流れは図４－２、４－３のとおりである。 

 

（選別施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２ 資源の選別施設内のフロー 

 

 

解説：分別収集により回収された資源は、施設に搬入され、まず、紙類を分類する。他の混合資

源(ずた袋入り)をコンベアーに載せ、費目ごとに選別し、保管する。必要なものはプレス機で圧

縮し、容積を減らしておく。 

成果２ 「分別収集されたリサイクル資源の選別・堆肥化が可能になる」 

活動 2-1 選別・堆肥化施設の仕様を定める 

活動 2-2 選別・堆肥化施設の用地を定める 

活動 2-3 選別・堆肥化施設を発注・調達・建設する 
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（堆肥化施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（堆肥化施設) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３ 堆肥化施設の作業フロー 

 

  解説：分別収集された生ゴミは、施設に搬入され、異物を取り除いたあと、カッティングマシン

に投入し、水分を切る。水分調整材（養分を含む）を混ぜて含水率を調整し、空気を送り発酵を

促進する。 

 

なお仕様の決定に際しては、モデル地区からのゴミの組成、排出量調査の結果を基にその後

のパイロットプロジェクトの拡張も検討したうえで、規模、仕様の決定を行った。 

 

活動 2-2 選別・堆肥化施設の用地決定 

施設用地は、複数候補地を対象として物理的制約条件、社会経済的要因などを総合的に評価し

て、ハジャイ市が所有するクアラン市内の土地が最終候補となった。周辺住民からの要望があり、

簡易環境アセスメントを行い、何か問題が起きたときには周辺住民からの運転停止要求を受け入

れることを条件に建設できることになった。 

 

活動 2-3 選別・堆肥化施設の発注・調達・建設 

入札希望者を募ったところ、契約相手方がプロジェクトチームであることが応募を考える業者

にとっては不安材料であった。また、受注額の10％の銀行保証を提出することが受注の条件であ

ったため、入札者は少なく、途中で辞退する業者もあった。業者選定後は、工事費を予算内に収

めるために施設の仕様変更を行った。建築段階では、建設地の地盤がゆるく、工事期間の１か月

延長を余儀なくされたが、他は順調に工事が進み、2005年３月に工事が終了した。 

 

（成果の達成状況） 

建屋として選別・堆肥化施設は完成したが、その利用については、事前の運転指導を十分に行

えなかったこと、また、資源の搬入が予想よりも大幅に少なかったことから、日本人専門家によ
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る指導が随時必要であった。しかし、失敗と対策を繰り返すなかで、堆肥化の工程は安定し始め

たところであり、今後も継続的改善が求められる。 

 

 ４－２－３ 「成果３」の達成状況と活動実績 

 
 

 （活動実績） 

 活動3-1 リサイクル工業資源の現状ルート調査 

サレン、ジャンクショップ及び南部にあるエンドユーザーを訪問し、聞き取り調査を行った。

タイにおけるリサイクル関連事業者は零細でありながら、相互に独立しており、買い取り価格の

みが資源の流れを決定していることが明らかになった。集められた資源は、一部は南部にある工

場でリサイクル資源として使用されるが、そのほとんどはバンコク、若しくはマレーシアに運ば

れる。南部で最もリサイクルされにくいものはガラスビンで、バンコク周辺では高い価格で売れ

ても、南部では非常に低い価格で買い叩かれるのが現状である。 

 

 活動3-2 コンポスト利用先の意向調査 

土壌改良剤としてのコンポスト利用はあまり認知されているとはいえず、化学肥料が優位にあ

る状況である。また、生ゴミを発酵させたコンポストの品質に対しての期待も低く、品質調査を

きちんと行うことが求められている。現在は、まだ堆肥の熟成が十分でないため、熟成を待って

品質調査をする予定になっている。一方、多量の造園用資材を購入している市役所は、購入の意

向を示している。 

 

 活動3-3 回収された工業資源、堆肥の利用方法決定 

2005年９月までに回収された資源は2005年７月に一度売り払われ、約3,500バーツになった｡

売り払い先は、輸送の負担をいとわないことを第一優先に、あとは買い取り価格によって、コ

ンソーシアム会合の下、定められた。売り払いの際には、ハジャイ市内のジャンクショップか

ら助言を得た。生ゴミ堆肥に関しては、品質検査の結果次第で市場では売れない。しかし、生

ゴミを分別しコンポストすることの社会的メリットの高さは市役所から評価されており、当面

はハジャイ市が買い取ることで合意形成を進めている。 

 

４－３ プロジェクト目標の達成状況 

 

 

 

 

 

プロジェクト目標 

「パイロットプロジェクト対象地域においてリサイクルシステムが構築される」 

指標 １か月に１回以上のリサイクル資源回収活動が行われている 

成果３「回収された資源の利用先が確保されている」 

活動 3-1 リサイクル工業資源の現状ルートを調査する 

活動 3-2 コンポスト利用先の意向を調査する 

活動 3-3 回収された工業資源、堆肥の利用方法を定める 
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プロジェクト目標については、PDMの理論においてはその指標である「１か月に１回以上のリサイ

クル資源回収活動が行われている」の実績に基づき判断されることとなる。 

 

評価時点で、プロジェクトにおいてはモデル地区３か所において週１回以上の資源物回収が実施さ

れ、指標の要件を満たしている。一方で回収資源量に関しては、現状ではプロジェクト開始前に想定

していた量を相当下回っており、モデル分別施設のキャパシティは十分に活用されていない。こうし

た状態では、リサイクルシステムの構築がなされているかどうかの判断は困難であり、改めて収集量

の増加を待って判断が必要と考えられる。 

プロジェクト延長期間において、パイロットプロジェクト地区の拡大が計画されており、この期間

において収集量を増加させ、その結果をもってプロジェクトの評価を実施するとともに、分別収集シ

ステム構築のための教訓も得ることが必要であると思われる。 

 

４－４ 上位目標の達成見込み 

 

 

 

 

 

 

上位目標の達成判断の指標は２つあり、指標１のパイロット地域からの最終処分場への搬入量の減

少については、現在プロジェクトで実施中の調査結果を待つ必要があり、評価時点においては判断で

きない。一方で指標２のリサイクル資源の異物混入割合の減少については、現時点で収集されている

資源の中では達成されているが、収集資源量は想定量よりかなり少ないため、収集規模を拡大した際

に改めて達成されるかを判断する必要がある。 

 これらの指標の達成を含めた上位目標の達成見込みについては、住民側の積極的な取り組みや自治

体関係者の熱意の高さなど期待できる面もあるが、分別を行う自治体の組織体制、分別・堆肥化施設

の運営、拡充を行うための財政的措置などが鍵を握っている。 

上位目標「パイロットプロジェクト対象地域においてゴミの減量、ゴミの安定化が進む」

指標１．パイロットプロジェクト対象地域から排出される最終処分場への搬入量 

が 35％以上減る 

指標２．リサイクル資源に含まれる異物の割合が 10％以下である 
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第５章 評価結果 
 

５－１ 評価結果の総括 

 プロジェクト目標である、パイロットプロジェクト対象地区（ハジャイ市のクランナ地区、コホン

市のパームシティ地区及びクアラン市のクアンサンティ地区の３か所、自治体でハンドリング可能な

規模として１地区約200世帯、３地区合計529世帯2,296人）における生ゴミを含むリサイクルシステム

の構築については、選別・コンポスト製造施設が2005年３月に完成し、対象地区全体の本格的な発生

源分別、収集、選別・コンポスト化、販売などの一連のパイロットプロジェクト活動は４月に開始さ

れたばかりである。生ゴミ及び資源ゴミの分別排出、収集、中間処理（選別とコンポスト化）は定期

的に実施されている。排出源分別、リサイクルの導入をめざす本プロジェクトの意義は住民に理解さ

れているものの、条例で分別を義務づけているわけではなく、あくまで住民個人の意志によることか

ら一部住民は分別に協力していない。生ゴミはにおいや腐敗の問題から比較的良好に分別され、毎日

の収集も好評である。しかし、資源ゴミについては、毎日の収集ではなく、比較的協力を得にくい状

況である（パイロット地区の分別協力率は生ゴミで平均15～40％程度、資源ゴミで10％未満）。生ゴ

ミと資源ゴミの収集量は予想よりかなり少ない（生ゴミ：計画1.5トン／日、実績数十kg、資源ゴミ：

計画３トン／日、実績182kg／日）。コンポストの製造は順調であるが、温度が高めに安定されておら

ず品質の安定と向上が望まれる。収集した資源ゴミは一度ジャンクショップへ売却しただけで以後は

ヤードに貯留されている。処理後のコンポストや資源ゴミの最終的な行き先はまだ確立されておらず、

いまだリサイクルシステムが確立されているとはいえない。住民アンケート結果の分析を含めてパイ

ロットプロジェクトの評価はまだ行われていない。日本の協力終了後のプロジェクトの方針、プラン

トの維持管理の見通しは検討されておらず、上位目標であるパイロットプロジェクト対象地域におけ

るゴミの減量化、安定化の促進へ向けた、プロジェクトの自立発展の可能性はまだ定かではない。 

 生ゴミや資源ゴミの排出量が十分でない理由は、今後のパイロットプロジェクトの評価調査の結果

を待つ必要があるものの、資源ゴミについては以前から廃品回収業者が不定期的に現金で買い取るシ

ステムが存在することから、住民が買取りや転売代金の配分のない本プロジェクトのために排出する

よりも在来の廃品回収業者に売ることを優先する傾向があるためと考えられる。また、生ゴミについ

ては、無料で配布された専用のコンテナに分別貯留してからプラスチックバッグに移さず直接生ゴミ

専用の公共収集ビンに入れるシステムであるが、分別することが義務ではなく個人の自由意志であり、

混合排出しても市が収集してくれることから個人主義の傾向の強いタイ社会では隣近所と横並びで分

別に協力する動きが起きにくいこと、公共収集ビンが家の近くにないところもあること、生ゴミをプ

ラスチックバッグに入れずに出すと公共収集ビンの周囲が汚れやすく従来どおりプラスチックバッグ

に生ゴミと他のゴミを混合して入れることを好む人がいること、などの声を住民から聞いた。 

 パイロットプロジェクトの重要な要素である選別・コンポスト施設の建設は、市長選挙により建設

用地の選定が遅れたこと、着工後に建設地の地盤が軟弱で不等沈下のおそれがあることが判明し、急

きょ杭打ち工事を追加したことにより工期が延びたこと、などにより、当初の予定よりも大幅に遅れ

た。また、施設完成後にハジャイ市ほかでテロ事件が発生し、JICAとの協議により治安の問題から現

地滞在のコーディネーターを引き揚げることとなり、日本人専門家の長期滞在はできなくなり、短期

専門家の派遣も一時見合わせざるを得なくなった。このため、施設の運用指導、パイロットプロジェ

クト実施要領の打合せ、住民への説明が十分できないまま、パイロットプロジェクトを開始すること

になった。 
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 パイロットプロジェクト開始後には、ホテル、デパート、飲料メーカーなど大口の排出事業者がプ

ロジェクトへ参加する、大学、自治体、コミュニティなどの選別・コンポスト施設の見学がある、マ

スコミが同施設を取材するなど、分別収集やリサイクルに対する社会の関心の高まりが見られる。プ

ロジェクト関係者の間でも、対象地区を拡大する、収集ゴミ量を増やすなどして、パイロットプロジ

ェクトだけで終わらせず、持続可能なリサイクルシステムにしたいとする気運が強まっている。他方

で持続可能なリサイクルシステムとするには、施設の拡大、コンポストの品質向上と良い値段での販

売、在来の廃品回収業者と競合しつつもより安定した資源ゴミの流通を促進する行政サービスシステ

ムの確立などいくつかの検討課題が残されていることも指摘されている。 

 当初予定の協力期限は2005年10月８日である。当初予定どおり日本の協力を終了する場合には、次

のような問題が生じる可能性が高い。すなわち、パイロットプロジェクトのデータが不十分で評価が

できなくなる。上記のような課題の解決ができなくなる。現在盛り上がっている社会のリサイクル拡

大ニーズに応えるための戦略や計画の策定、セミナー等普及活動の実施などができなくなる。 

 ハジャイ市はタイ国南部の経済商業の中心都市であり、市街地が周辺農村部へ拡大し、人口、廃棄

物の発生量は増加の一方である〔埋め立て処分場の処分量210トン／日（ちなみにバンコクは9,130ト

ン(2000年)〕。ハジャイ市の廃棄物最終処分場はあと２年程度の容量しか残されていない。同市は新

規処分場建設を計画したものの予定処分場用地の周辺住民の反対により計画は中止となり、新たな用

地確保の目処は立っていない。コホン市とクアラン市も廃棄物処理サービスを実施しているが、収集

車両が不十分で収集が安定しておらず、処分場もオープンダンピングで衛生的ではない。３市におけ

るこのような状況を放置しておくと、いずれゴミの不法投棄、違法な野焼きがはびこり、公共水域や

地下水の水質汚濁、感染症の流行、下水道の詰まりなど環境衛生が急激に悪化することが懸念される。

ハジャイ市では処分場の逼迫の問題からゴミの削減を進めたいとしている。 

パイロット地区における家庭ゴミの発生量は約800g／人／日でそのうち生ゴミは50％以上を占めて

いる。資源ゴミは約150g／人／日である。タイでは、資源ゴミについては、サレンと呼ばれる個人収

集事業者、処分場におけるウェイストピッカー、ジャンクシヨップ、プラスチック再生工場などリサ

イクル産業が存在し、アルミ、スチール、古紙、PETボトルなど価値のあるものは民間セクターを通

じて一定程度リサイクルされている。生ゴミについては、一時期バンコクでコンポスト化を実施して

いたが現在では実施されておらず、どこの自治体でも埋め立て処分されている。ハジャイ市周辺でも

資源ゴミはある程度民間によりリサイクルされているが、生ゴミについては、一部ホテルは養豚業者

に回しているが、それ以外は埋め立て処分されている。家庭や事業所における排出源分別、収集、生

ゴミのコンポスト化、資源ゴミのリサイクルを市が主体的に実施しようとする本プロジェクトはタイ

国内ではほとんど初めての試みである。そのねらいは、都市化の進展に伴い急増しているゴミの減量

化、安定的なリサイクルの実施にある。特に生ゴミをコンポスト化することにより処分場での処分量

を削減することが期待される。 

 ハジャイ市とその周辺における処分場の問題と本プロジェクトが、同様の問題を抱えるタイ国内の

ほかの自治体へ及ぼすインパクトを考慮に入れると、リサイクルシステムの確立をめざすパイロット

プロジェクトの継続的な実施、評価、次のステップの検討は、緊急に必要なものといえるであろう。

タイ側のカウンターパート機関であるソンクラ大学ではパイロットプロジェクト地区における生ゴミ

のコンポスト化と資源ゴミのリサイクルの最終的なシステムデザインの提案、当該システムを他地区

へ普及することの実現可能性の証明のためには2005年10月８日までの残りの協力期間では時間が足り

ないとして、2006年３月末まで約６か月間の協力期間の延長を要請している。本プロジェクトの進捗
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に係る当初計画に比べての遅れは、市長選挙と市長の交代、施設の立地地盤の問題、治安の悪化によ

る専門家の引き揚げなどプロジェクトでコントロールできない外部条件によるところが大きい。調査

団としては、プロジェクト対象地域の廃棄物処理の重要性緊急性にかんがみて、本延長要請に応じ2006

年３月末までの協力期間延長が望ましいものと判断する。 

 

５－２ 評価５項目による分析 

 （１）妥当性 

全般的に妥当性は高い。モデルコミュニティの属する３つの自治体では、いずれも廃棄物処理

の問題を抱えている。特にハジャイ市においては、現在の市の廃棄物最終処分場の寿命は2年ほど

といわれており、新たな処分場の確保と並行して、最終処分場へ持ち込まれるゴミ量の削減によ

り、現在の処分場の延命化を図ることも重要であり、本協力による支援はこうした問題に大きく

貢献する。またタイ国内においても同様の問題は顕在化しており、タイの第８次国家経済社会計

画のなかでも、国内のリサイクル率を2001年までに10％、2006年までに15％までに引き上げるこ

とを目標と定め、リサイクルを重視する政策を導入している。一方、JICAの国別事業実施計画に

おいても、環境保全は５つの援助重点分野の１つに掲げられており、本協力は、タイ側のニーズ

や政策、日本側の協力政策にも合致したものである。 

またプロジェクトにて採用されたアプローチは、住民が主体となった分別の実施や、低コスト

での堆肥化手法の導入など、現地にとって適正技術といえる方法であり、適切なアプローチであ

ったと判断される。こうした住民中心の廃棄物の分別活動や、収集システムの構築などの廃棄物

管理システムは、日本にその知見、経験が多く蓄積している分野であり、日本が技術的に優位性

をもっている分野でもある。 

 

 （２）有効性 

   プロジェクトの有効性について、PDMのプロジェクト目標の指標である「1か月に1回以上のリサ

イクル資源回収活動が行われている」とプロジェクト目標へ至る３つの成果は既に達成されてい

る。 

しかしながら、例えばリサイクル資源回収活動が実施されていても、その収集量は当初予測し

ていた量を大きく落ち込んでおり、プロジェクト目標である「パイロットプロジェクト対象地域

においてリサイクルシステムが構築される」が達成されたことの判断には、資源回収の頻度のみ

ではなく、その量の検討も必要である。したがって、プロジェクト残り期間において収集される

リサイクル資源の量をどの程度増加できるかという点も、有効性判断の重要な要素となる。 

 

 （３）効率性 

   効率性は投入のタイミング・質・量の適正さという観点から判断すると、標準以上のレベルに

あると考えられるが、改善の余地もあると判断される。 

投入のタイミングという点では、資源物分別・堆肥化のモデル施設の建設が遅かったこと、パ

イロットプロジェクトの進捗管理のための日本人専門家の派遣が遅れたこと、等がタイ側関係者

から聞かれた。しかしながら、これらの遅れは施設建設に係る環境影響評価の実施や施設地盤の

補強工事の追加、治安の悪化に伴う専門家の現地入りができなかったなどの、外部要因が理由と

なっている。 
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投入量では、専門家については問題は見られずタイ側の満足度も高かった。一方で資源物分別・

堆肥化のモデル施設については、住民の堆肥化物分別・資源物回収への協力率がまだ低く、現時

点では施設へ収集される量は施設の規模を大きく下回っており、規模に見合う投入にはなってい

ない。この点は今後協力終了までに改善の余地を残している。一方で、パイロットプロジェクト

がスタートして間もなく、今後パイロット地域の拡大により収集量が拡大する可能性もあり、ま

た標準的なJICAが実施する技術協力プロジェクトと比較しても、投入規模が少ないことを勘案す

れば費用対効果は比較的高いと考えられる。 

   投入の質に関しては、タイ側は日本人専門家の指導、供与された機材に満足しており、これら

がプロジェクトの進捗を円滑にしたという印象をもっている。 

 

（４）インパクト 

上位目標である「パイロットプロジェクト対象地域においてゴミの減量、ゴミの安定化が進む」

の達成について、タイ側関係者はかなり自信をもっている。これはパイロットコミュニティのコ

アメンバーが積極的に分別収集の協力や、周囲への分別方法の普及啓発を実施していることが裏

づけとなっている。PDMの上位目標達成の指標である、収集リサイクル資源の中にある異物の割

合の減少、最終処分場へのゴミ搬入量の減量という指標の達成については、今後の分別・堆肥化

設備の維持管理や分別収集のコミュニティ全体への普及などがプロジェクト終了後も継続してな

される必要があるが、こうした活動が今後も継続的になされれば、上位目標の達成が期待できる

ものと思われる。また他のインパクトとして、ハジャイ市が独自に今回のパイロットプロジェク

トを実施していないコミュニティに対しても、分別収集回収を始めており、これはパイロットプ

ロジェクトの成果に啓発されたものである。 

こうした点から、本プロジェクトは今後の周囲への波及を促す点も含め、相応のインパクトが

あったものと思われる。 

 

（５）自立発展性 

   自立発展性に関しては、良好な面と弱い面の両面が見られる。良好な面については、パイロッ

トモデル地区のコミュニティ委員会を中心としたコアメンバーが積極的に分別収集へ協力したり、

他のメンバーへ普及させる意欲をもっている点、またパイロットプロジェクトの対象となった３

自治体の廃棄物担当者も本プロジェクトの取り組みに啓発され、こうした住民分別の動きを他の

地区にも広める意欲を強くもっている点があげられる。 

一方で、ゴミの減量を図るためには、分別ゴミ中特に、家庭ゴミの堆肥化による減容が継続的

に行われる必要がある。モデルプラントの建設については本プロジェクトでなされたが、施設維

持のためのコスト負担が今後必要となる。また終了後収集規模を拡大していくためには新たな施

設の建設等も求められ、こうした財政的負担も含めた、事業のオーナーシップをだれがもつかと

いうことが、現時点では明確ではない。現有のモデルプラントはハジャイ市が引き継ぐ可能性が

高いが、その後の廃棄物収集事業の運営についても、直接のカウンターパートではないものの自

治体が積極的にかかわっていくことが、本事業の自立発展性の鍵になるものと思われる。 
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第６章 提言と教訓 
 

６－１ 提 言 

 （１）短期的提言（協力期間終了まで） 

  １）排出源分別システムの標準化 

住民の協力を高めるためにより効果的効率的な分別収集システムへの改良と標準化 

  ２）パイロットプロジェクトの拡大のためのアクションプランづくり 

市域全体へ分別収集を拡大するための段取り、経費、人員、施設等の計画の検討 

  ３）自治体の関与 

パイロットプロジェクト終了後に分別収集、コンポスト作り、資源リサイクルを実施してい

くのは自治体であり、自治体のスタッフが市域全体への拡大に向けたアクションプランの作成

に関与すべきである。排出源分別を本格的に導入する際には既存の収集システムは抜本的に見

直す必要がある。アクションプランは市長によってエンドースされるべきである。 

  ４）パイロットプラント（選別・コンポスト）の移管 

日本の協力期間終了後においても選別・コンポストプラントの自立発展を確保するために、

同プラントはハジャイ市へ移管することが望ましい。同市はリサイクル事業の拡大を模索して

いるなど本プロジェクトの実施にイニシアティブを有しているとともに、タイ国内の他の自治

体がリサイクル事業の導入を検討する際に及ぼす影響が大きい。 

 

 （２）長期的提言（協力期間終了後） 

  １）長期的な能力開発 

プロジェクト協力期間中にも能力開発には留意された。自治体の職員は排出源分別に関する

基礎的能力を獲得した。しかし、人材が不足しており、継続的な能力開発が必要である。パイ

ロット地区における生ゴミと資源ゴミの分別、コンポスト作りは定着しつつあり、今後分別ゴ

ミの収集量の増大、排出源分別の他地区への拡大などが関係者から期待されている。プロジェ

クト協力期間終了後も先方の自助努力に対して日本側から追加的な支援を行うことによりパイ

ロットプロジェクトの成果が拡大していく可能性があり、本件協力はより一層効果的なものと

なろう。 

  ２）在来システムに対するインパクト 

排出源分別を本格的に導入すると在来の収集システムは変革が必要になる。ゴミの収集から

リサイクル資源の収集に変わる。排出源分別はリサイクル産業の近代化を促進する。市が排出

源分別、公共収集を導入しても在来のリサイクル業者による収集は持続する。リサイクル業者

による分別収集では処分場に少量の資源ゴミが残り、危険で不衛生なピッキングが継続する。

リサイクルにおける公共政策はリサイクル産業の育成の観点から検討されるべきである。 

 

６－２ 教 訓 

 （１）廃棄物処理のような自治体の公共サービスのパイロットプロジェクトの場合は、プロジェク

トの初期段階から自治体の関与と自治体を通じた普及が住民の良好な協力を得るために重要で

ある。 
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 （２）選別・コンポストプラントの建設に長期間を要した。サイト選定、設計、許可取得、入札・

契約、資機材の調達に時間がかかる。このためパイロットプロジェクトの開始が遅くなり、住

民のプロジェクトに対する関心を低下させたところがある。住民の関心を長期間持続させるた

めに、施設建設の準備と工事を可能な限り早く完了させることが望ましい。 

 



 

付 属 資 料 
 
 
 

１．ミニッツ及び合同評価報告書 

 

２．和文 PDM 

 

３．評価グリッド 

 

４．聞き取り調査メモ録 

 











































　　　　

外部条件

・周辺市町村、周辺ＴＡＯがプロジェクトを受け入れる（リサイクル活動
普及のためのスーパーゴール）

1 パイロットプロジェクト対象地域において特定のリサイクル資源が分別収集さ
れる

・資源の利用先の要求基準が大幅に変化しない

2 分別収集されたリサイクル資源の選別・堆肥化がモデル施設において可能
になる

3 回収された資源の利用先が確保される

1-1 ごみ排出量・ごみ組成を調査する   （日本側） （タイ国側）

1-2 排出者意識とゴミ排出動向を調査する（事前アンケート調査）   専門家： ・パイロットプロジェクトコーディネータ

1-3 コミュニティ構造を調査する 　　　　　　総括責任 14.93M/M               ･選別・堆肥化施設用地

1-4 環境ＮＧＯの意向を調査する 　　　　　　総括補佐 15.04M/M               ・事務室 ・選別・堆肥化施設用地周辺の住民の合意が得られる

1-5 ホテル、レストランなどの有機資源排出者の意向を調査する 　　　　　　市民参加 4.60M/M               

1-6 住民説明用広報媒体を作成する 　　　　　　社会開発 6.37M/M               

1-7 住民説明会を開催する 　　　　　　施設整備 17.60M/M               

1-8 パイロットプロジェクト担当者を日本で研修する 　　　　　　収集システム 1.77M/M               

1-9 パイロットプロジェクト現場の映像をを写真・ＶＴＲなどで記録する 　　　　　　計画推進 14.33M/M               

1-10 排出者意識を調査する(事後アンケート） 　　　　　　国内調整員 15.00M/M               

1-11 組成分析調査を実施する 　　　　　　現地調整員 38.97M/M               

1-12 収集・選別作業負荷を測定する 　　　　　　現地雇用スタッフ 38.97M/M               

1-13 マスコミなどに情報提供を行う 　　　　　　コンポスト指導担当 1.47M/M               

2-1 選別・堆肥化施設の仕様を定める   機材：

2-2 選別・堆肥化施設の用地を定める 　　　　　　パソコン ３台 前提条件

2-3 選別・堆肥化施設を発注・調達・建設する 　　　　　　コンテナ 1式

3-1 リサイクル工業資源の現状ルートを調査する 　　　　　　選別・堆肥化施設 1式

3-2 コンポスト利用先の意向を調査する 　　　　　　携帯電話 ３台

3-3 回収された工業資源、堆肥の利用方法を定める 　　　　　　プロジェクタ・スクリーン 1式

* （パイロットプロジェクトを評価する） 　　　　　　レーザープリンター ２台

* （パイロットプロジェクトの拡大計画を策定する） 　　　　　　デジタルビデオカメラ １台

* （リサイクル事業プランニングマニュアルを作成する） 　　　　　　デジタルカメラ １台

* （リサイクル事業計画セミナーを実施する） 　　　　　　追加コンテナ 1式

　　　　　　ショベルローダー備品 一式

成　　果

活　 動

1.　１か月に１回以上各分別区分の回収活動が行われている

2.　基準を満たす品質のリサイクル資源が得られている

 投　 入

3.　リサイクル資源の引渡しがパイロットプロジェクト期間中１回以上行われ
ている

1.　パイロットプロジェクト記録

１．分別区分別収集量実績
２．組成分析調査結果

・パイロットプロジェクト実施状況記録

・既存のリサイクル資源利用先との調整が完了する

・ハジャイ市、周辺ＴＡＯ（地域自治組織）の一部がプロジェクトを受け入
れる

2.　パイロットプロジェクト記録

3.　パイロットプロジェクト記録

プロジェクト計画一覧表

プロジェクトの要約

上　位　目　標
パイロットプロジェクト対象地域においてごみの減量、ごみの安定化が進む

プロジェクト目標
パイロットプロジェクト対象地域においてリサイクルシステムが構築される ・天災等に因る廃棄物の一時多量排出がない

・住民が使用する容器包装の種類が大幅に変化しない

指　　標

１．パイロットプロジェクト対象地域から排出される最終処分場への搬入量
が３５％以上減る
２．リサイクル資源に含まれる異物の割合が１０％以下である

・1か月に1回以上のリサイクル資源回収活動が行われている

指標データ手段















４．聞き取り調査メモ録 

ヒアリングメモ 1(生ゴミ・資源ゴミの分別収集) 

日時、場所：9 月 8 日（木）08:15-10:30、ハジャイ市クランナ地区、市内ジャンクショップ、JB

ホテル（生ゴミ大口排出元） 

相手側：文教大学ローカルコーディネーターMs.ラッタナシリ、コミュニティコミッティメンバー 

日本側：調査団 3名、通訳 

収集資料： 

（分別収集パイロット地区のクランナ地区） 

・収集ポイント（分別ビンのあるところ）は地区全体で 14ヶ所ある。 

・パイロット地区の道端には市の通常の収集ビン（グリーン色のカート付き・蓋付きプラスチック

ビン）とは別にプロジェクトで用意した公共の生ゴミ用プラスチックビン（青色）が置かれ、そ

のそばに分別方法を絵で解説した看板が立ててある。地区の協力家庭には生ゴミ用の分別コンテ

ナ（プラスチック製で内側に網の中ケースがある。蓋付き。）を無料配布し、水を切った生ゴミを

公共の生ゴミ分別ビンに入れてもらう。水切りコンテナのない家庭はプラスチック袋に分別した

生ゴミを公共のビンに入れる。プラスチックの公共ビンは鉄のフレームで地上より高く支持され、

蓋も付いているので犬や鳥がゴミを漁ることはない。市のダンプトラック（8 トン、１台３人）

がビンごと収集する。 

・ 分別のコミュニティグループは市役所に届け出て許可をもらっている。コミュニティコミッテ

ィのメンバーは 20人、男性が多い。日曜日に集会を開く。無報酬のボランティア。 

・ 分別を開始する前より街が清潔になった。ゴミの量が減った。資源ゴミがリサイクルされるよ

うになった。 

・ 資源ゴミはサレン（個人の資源ゴミ仲買人）に売らず、週１回土曜日にプロジェクトで収集し

ている。生ゴミは毎日市が収集している。時に土曜日以外にも資源ゴミを収集することがある。

サレンは不定期に資源ゴミを買い集めに来るが売らないようにしている。ジャンクショップは

月１回収集に来る。ジャンクショップにも売らず、処分場そばのリサイクルヤードに集めるよ

うにしている。 

・ 資源ゴミは砂糖の麻袋（3～5バーツ/枚）に入れる。プロジェクトで配布しているキッチン用の

生ゴミ分別コンテナは網ケースが付いていて、ゴミ汁が網から落ちて公共ビンに入れる時に水

分が落ちて公共ビンが汚れにくく、においも減る。以前は生ゴミも資源ゴミも一緒にしてプラ

スチックバッグに入れており、嫌なにおいも強かった。 

・ プラスチック網ケースはクランナ地区の全家庭に無料配布されている。網ケースの型枠を市内

のプラスチック製造業者が持っており、量産可能。網ケースの外側のプラスチックコンテナは

市内で買える。 

 

（市内ジャンクショップ） 

・ 扱っている資源ゴミの量はプラスチックが一番多い。次は紙（段ボール箱は 3.5 バーツ/kg）。

現金で買い取り。バンコックのジャンクショップの出先の店に売る。売り上げは月 70 万バーツ。



資源ゴミはバンコックへ行く。ハジャイ市内にプラスチックの再生工場がある。（会社名：トゥ

ンロン）PET ボトルも作っている。 

 

(JB ホテルからの生ゴミ収集) 

・ホテルの生ゴミを月曜日から土曜日まで市のダンプトラックが毎日収集。1箱 60 ガロンで１日あ

たり 3箱から 10 箱ぐらい収集。プロジェクトには果物と野菜だけ出す。その他の食物残渣は養豚業

者に売る。資源ゴミはジャンクショップへ売る。貯留場所で EM菌を培養している。 

 

 

ヒアリングメモ 2(リサイクル・コンポスト施設) 

日時、場所：9月 8日（木）10:30-12:00、Kau-Lang 市内のハジャイ市ゴミ埋め立て処分場そばのプ

ロジェクトで建設したリサイクル・コンポスト施設、ハジャイ市の埋め立て処分場 

相手側：文教大学ローカルコーディネーターMs.ラッタナシリ 

日本側：調査団 3名、通訳 

収集資料： 

（パイロットプロジェクトの選別・コンポスト施設） 

・ 施設の立地場所はハジャイ市内と空港の間の幹線道路からハジャイ市の処分場への入り口（角

に重機、収集車両のメンテナンスワークショップがある。）から約 200m 入ったところ。市内か

ら車で約 10-15 分。 

・施設内容：トラックスケール１台、計量記録・事務所１棟（エアコン付き（廃棄物政策研究所か

らの寄贈）、パソコン・プリンター１台）、資源ゴミ選別ヤード１棟（ベルトコンベア、プレス機

各１台）、コンポストヤード２棟（１次発酵棟：モーターシュレッダー１台、ショベルローダー１

台、扇風機１台（廃棄物政策研究所からの寄贈）、ブロワー付き、２次発酵棟） 

・ 大学、セカンダリースクール、市役所、コミュニティから見学に来る。 

・ 全体で専任スタッフ２名、ハジャイ市が人件費を負担している。リーダーの月給 7,000 バーツ、

スタッフは 5,650 バーツ。市に収集ダンプトラック（三菱製）１台３人には月 500 バーツを月

給とは別に支払っている。 

 

・ コンポストヤードのオペレーション要領： 

まず、ダンプトラック（8m3 車）から生ゴミの公共ビンを降ろしてヤード内に並べる。→プラス

チックなど異物を手（マスク、手袋着用）で取り除く。→ビンごと秤に載せて重量を測って記

録する。１箱 25～40kg 程度。取っ手が壊れやすい。→ビンから生ゴミをシュレッダーの中へ出

す。→ショベルローダーをシュレッダーの排出口にセットする。→シュレッダーのスイッチを

入れる。切断された生ゴミがショベルローダーの受け刃の中に入る。→ショベルローダーを運

転して一次発酵槽へ移動し、生ゴミを発酵槽内に出す。一次発酵槽は 10 槽ある。→１つの槽内

にあるおが屑をショベルローダーで発酵槽内へ入れて人力で混ぜる。おが屑は製材所から購入



している。 

生ゴミを出したあとのプラスチックビンは水洗いする。シュレッダーの内部もバケツの水で洗

い流す。 

 

・ トラックスケールは埋め立て処分場と共用ではなく、あくまで選別・コンポスト施設のための

もの。 

・ 現在の施設のキャパシティは 1,000 世帯程度のパイロットプロジェクトスケール（受け入れ量：

資源ごみ 3 トン/日、コンポスト 1.5 トン/日で設計）のもので、市内全体に分別が拡大する場

合には容量が足りない。市による建て増しが必要。あくまでパイロットモデル施設としての位

置付けである。ハジャイ市の清掃局の部長はこの施設を評価している。 

 

・ 資源ゴミの選別ヤードの内容： 

ベルトコンベアで選別、缶のプレス機あり。缶、ガラス瓶（透明）、ガラス瓶（茶色）、プラス

チックボトル、プラスチックバッグ、紙・段ボールの６種類に選別して貯留する。過去１回だ

け集まった資源ゴミをジャンクショップへ売却した。代金は 3,000 バーツであった。 

・ 施設のランニングコストはおが屑、電気、水道、重機の燃料、人件費。コンソーシアムで会計

している。市の清掃局の会計とは別。収入としては、コンポストの売り上げが見込めるが、ま

だ売ったことはない。施設を４月から運用しており、現在 6ヶ月目に入ったばかり。 

 

・選別・コンポスト施設の奥には埋め立て処分場のスカベンジャーらのストックヤードがあり、プ

ラスチック、メタルスクラップなどが集まっている。豚が放し飼いされている。 

 

（ハジャイ市の埋め立て処分場） 

・ 周囲には境界フェンス、周回道路と排水溝がある。覆土、浸出水抜き管、ガス抜き管、酸化池

がある。法面は転圧整形され、草木が植え込まれている。埋め立て高さは高いところで 10m 以

上ありそう。運営は市から民間業者に委託されている。フェンスの外側にスカベンジャーが 100

人以上居住している。 

 

 

ヒアリングメモ 3(ハジャイ市副市長) 

日時、場所：9月 8日（木）14:00-15:10、ハジャイ市役所 

相手側：ソンブン副市長、文教大学ローカルプロジェクトコーディネーターMs.ラッタナシリ 

日本側：調査団 3名、通訳 

収集資料： 

・ 本プロジェクトは市にとって役に立つ。他の地区の住民にも協力してもらうともっと良くなる。

ゴミの量が減ってくる。住民がゴミを分別し、市が収集する。現在は３地区で 600 世帯しか参



加していない。他地区も参加すれば減量化できる。 

・ 埋め立て処分場へのゴミの持込量は 210 トン/日。残り寿命は２年ぐらい。新しい処分場用地は

見つかっていない。住民が反対している。埋め立てか焼却か２つの方法しかない。住民が受け

入れるのなら焼却炉でも良い。 

・ コンポストと選別の施設の OMは市役所で責任を持つ。４月から使用を開始したばかりで、生ゴ

ミの堆肥化がうまくいくかどうか、まだ判断がつかない。品質の良い堆肥を作るためにもっと

研究が必要。来年３月まで協力期間を延長するなら十分なデータを取れるであろう。 

・ 清掃局では機材の予算が残っており、これをこのプロジェクトで使うことができる。維持費は

月 12,000 バーツ（人件費）でコンポストが 5 バーツ/kg で売れるなら売却代金で維持費を賄え

るであろう。収集ビンについても市役所で責任を持つ。どうしたら品質の良いコンポストを作

ることができるのか研究に力を入れると良い。 

・ 処分場の管理は１つの会社に外部委託、収集は直営、80 台のトラックがある。1台 3人体制。 

 

 

ヒアリングメモ 4(ハジャイ市環境啓発・教育課長) 

日時、場所：9月 8日（木）15:15-16:30、ハジャイ市役所 

相手側：環境啓発・教育課長、文教大学ローカルプロジェクトコーディネーターMs.ラッタナシリ 

日本側：調査団 3名、通訳 

収集資料： 

・ 生ゴミの分別収集における住民の協力には問題はない。資源ゴミは問題がある。サレンやジャ

ンクショップに売ることができる。サレンに売ったことのない人の協力を得ることが考えられ

る。サレンに売ったことのある人の協力は難しい。60%がサレンに売ったことがある。 

・ 家の前まで資源ゴミを受け取りに行く場合にはもらえる。資源ゴミの収集は戸別訪問が望まし

い。 

・ サレンと市でそれぞれ資源ゴミを収集することの違いの説明については、サレンに売ればサレ

ンが儲かるだけなのに対して、市に売る場合には分別収集の維持費用がかかっているので儲け

は少ないことが言える。 

・ 選別プラントは資源ゴミの価値を高める。 

・ コンポストプラントは役に立たないゴミを役に立つものに変えるものである。 

・ プロジェクトのモニタリングはコンソーシアムで毎月実施している。コンポストは日本の技術

が優位、資源ゴミは 60％がサレンに売るので有効性が低い。 

・ 2002 年 10 月にプロジェクトを開始してパイロットプロジェクトの開始が 2005 年 4 月、分別収

集のみの期間が長すぎた。 

・ プロジェクトに関して、市役所では学校の教師に対する教育や生徒によるプラントの見学など

を行っている。学校教育に取り入れている学校が２ヶ所ある。分別収集をしている学校もある。

ウェイストバンクと呼んでいる。資源ゴミを集めてジャンクショップへ売っている。子供には



教育効果がある。大人になると周囲の影響が大きい。成人に対する教育は別の方法が良い。成

人に対しては具体的なことはまだしていない。 

・ 環境教育のスタッフは７人、その予算は他市でも使える。教育の効果が見えない。ゴミの他に

も衛生、水、大気の仕事もしている。レストラン、校長、僧侶にも教育している。 

 

（市内のゴミ箱のそばで見かけたサレンの話） 

・PET ボトルも集めている。2バーツ/kg で売れる。 

 

 

ヒアリングメモ 5(クアラン市クアンサンティ地区他) 

日時、場所：9月 9日（金）09:00-11:30、クアンサンティ地区、ハジャイ市内ジャンクショップ 

相手側：同地区コミッティメンバー、ローカルプロジェクトコーディネーターMs.ラッタナシリ 

日本側：調査団 3名、通訳 

収集資料： 

（クアンサンティ地区） 

・分別収集の知らせがなく、忘れてしまっている人が多い。市役所が資源ゴミの収集日を土曜日か

ら金曜日（週１回）へ変更したが周知されなかった。サレンに売ってしまった人がいる。 

・ コミュニティ全体で生ゴミは 30kg/日出る。生ゴミは月、水、金の午前中に市が収集。決まった

場所に生ゴミを出す。コミュニティでは市が土曜日も生ごみを収集することを希望している。

市の収集車両は１台だけ来る。市はプロジェクトのために１台買ったので合計２台あるはずだ

が。ハジャイ市よりも面積が大きいのに予算が少ない。パイロット地区にも予算がほしい。 

・ 資源ゴミはジャンクショップのように家まで収集に来るならもっとゴミが出るであろう。現金

のペイバックがあるとなお良い。コミッティメンバーはボランティアだが住民はそうでない。

トイレットペーパーを渡すのもよいアイデアではあるが、資源ゴミを出すかどうかは住民の個

人の意識に左右される。社会に協力したいのなら見返りがなくても出すであろう。 

・ 市役所はお知らせ、説明会を実施したが、資源ゴミを市の収集に出すかどうかは個人の気持ち

の問題。教育してもやらない人に命令はできない。タイは個人主義の社会。アルミやスチール

は現金になる。30 バーツ/kg。プラスチックは安い。資源ゴミの 30%がプロジェクトに出ている。

・ プロジェクトの開始後の変化としては、ゴミの量が減った、人のしつけが良くなった、収集日

が決まってゴミを定期的に出すようになった、生ゴミを決まった場所に出すようになったなど。

Seed プロジェクトにより決まった場所にゴミを出すようになった、住民の協力は Seed プロジェ

クトの時の方がよかった。パイロットプロジェクトに変わってから市の援助が少ないと感じて

いる。Seed プロジェクトの時には最初のリサイクル収集日に集まった資源ゴミの売却収集が

2,500 バーツ/日もあった。 

・ ハジャイ市とクアラン市では状況が異なる。クアラン市は予算が少なく収集トラックは１台の

み。収集車両が足りない。車両を増やしてほしい。サレンは週 2 回、市役所の収集後にやって



来る。 

・ 地区内にプロジェクト専用の掲示板があり、パイロット地区 3 ヶ所の生ゴミ、資源ゴミの量の

データなどが貼り出されていた。 

 

（ジャンクショップのワンパニ） 

・ 元は民間の魚類販売会社の敷地（Rajyndee Hospital の近く）に 2月にオープンした全国的なジ

ャンクショップ。ピサヌロークで在来のサレンやジャンクショップをまとめて自治体とのコン

セッションによるゴミのリサイクルを成功させて有名になった。 

・ 通りに面して資源ゴミの買取りレート表示盤がある。 

・ 機材はプレス機１台、手動移動式リフト１台、フォークリフト１台、自動スケール１台など。 

・ プラスチックを優先して扱っている。PET ボトルをプレスして貯留している。他にもガラス瓶、

新聞紙、古紙、段ボール箱などがある。 

 

 

ヒアリングメモ 6(コンソーシアム会合) 

日時、場所：9月 9日（金）14:00-16:00、ハジャイ市環境教育センター 

相手側：コンソーシアムメンバー（ソンクラ大学環境管理学部研究開発部長（いつもの議長のハジ

ャイ市副市長が欠席のため議長代行）、ハジャイ市環境啓発・教育課長、コホン市、クアラン市クア

ンサンティ地区コミッティメンバー、コカコーラ、JBホテル、サクラホテル、ダイアナデパート、

ODEAN デパート、選別・コンポストプラントマネジャー、文教大学ローカルコーディネーター） 

日本側：調査団 3名、通訳 

収集資料：４月から 8月までの収集データ 

（パイロット地区からの報告） 

・ ハジャイ市クランナ地区：出した生ゴミがなくなったことがある。誰かが持っていったのかも

しれない。パイロットプロジェクトを開始してから 4 ヶ月経ち、以前は何も問題がなかったの

に現在では生ゴミを出さなくなってきている。生ゴミを出せば周囲が汚れているが、汚れがな

い。生ゴミが出ていない。コミュニティへの働きかけを強める必要がある。 

・ コホン市パームシティ地区：週１回生ゴミを収集している。対象コミュニティを拡大したい。

出す場所が一定していない。分別に協力しない住民がいる。アンケートを 200 世帯に配布した

ところ、１世帯だけが協力の意向を示した。 

・ クアラン市クアンサンティ地区：資源ゴミの収集日を土曜日から金曜日の午後へ変更した。 

生ゴミの収集は月、水、金の午前中。しかし、今週の金曜日には市から収集に来なかった。い

つ来るか分からない。月、水、金にきちんと定期的に収集に来てもらいたい。資源ゴミ、生ゴ

ミをきちんと収集に来て欲しい。クアンサンティ地区と市役所のコミュニケーションがうまく

いくようにしたい。 

（大口排出者からの報告） 



・ ODEAN デパート：ビニール・プラスチックの包装のゴミが多い。人手が足りなので分別はできて

いない。分別に協力したい。人手が足りない。 

・ ダイアナデパート：ビニール袋のステッカーを分別していない。ステッカーとビニールを分け

ていない。資源ゴミとして計量したことがない。情報が欲しい。 

・JBホテル：今月 1日からプロジェクトに参加した。データは市役所からもらった。ホテルの生ゴ

ミは分別されている。生ゴミの量は 30-60kg/日。生ゴミの中に水が入っている。果物と野菜しか

プロジェクトの収集に出していない。料理の食べ残しは出していない。養豚業者に渡している。

大きなコンテナを置いて、そこに捨てるよう依頼の貼り紙を出した。黒いビニールを使わないよ

うになった。以前は 30 枚/日使っていたが分別により現在では 10枚程度。以前は黒いビニールに

ガラス瓶や缶が混じって入り量が多かったが、分別により量が減った。 

・サクラホテル：資源ゴミを分別して売却したところ 2 万バーツになった。生ゴミと資源ゴミを毎

日分別している。ホテル内にゴミ処理コミッティーを立ち上げる。リサイクルの売り上げはスタ

ッフにペイバックする。→ハジャイ市は他のホテルにアンケートを出して分別の意向を聞いてみ

ることにする。 

 

（選別・コンポストプラントマネジャーからの報告） 

・ 生ゴミにおが屑を混ぜてコンポストを作っている。 

 

（パイロットプロジェクトの効果に関するサーベイ） 

・ アンケートを 600 部作成して３地区に１地区 200 部ずつ配布する。 

 

（収集ローテーションに関するサーベイ） 

・ アンケートを和田氏が準備して来月提出する。 

 

（コンポスト実験） 

・ 混合の Formula を作成する。村山氏がその専門家（奥田氏）を連れてきてベストな Formula を

探る。現状では温度が安定していない。生ゴミの量が少ない。実験を成功させるためには、量

を増やす必要があるかもしれない。他の地区からも生ゴミを集めて実験したい。 

 

（プロジェクトの会計報告） 

・ ８月の支出は 16,165 バーツ。 

 

（調査団との意見交換） 

・ 成果 1について：３地区とも達成している。 

・ 成果 2 について：分別されたゴミの選別、コンポスト化は始まったばかり。異物が混じること

がある。選別ヤードのプレス機は使用していない。量が少ない。機械を使わなくともコストの



かからない方法があるはず。資源ゴミは１回だけ売却した。集まる量が少ない。コンポストは

まだ実験段階に過ぎない。 

・ 日本の協力終了後のプロジェクトの自立発展性について：コンポストが良い品質になれば良い

値段で売れる。良いコンポストを作りたい。選別プラントについては、資源ゴミをもっと集め

たい。他のコミュニティにも参加してもらいたい。入ってくる資源ゴミが少ない。市はキャン

ペーンに力を入れるべき。ホテルがたくさんある。ホテルやレストランがもっと参加するよう

働きかけるべき。収集ルートをはっきり決めるべき。収集するところが決まっていない。プロ

ジェクトに入ってくるゴミは多くない。分別の対象地区を増やすべき。コンポストプラントに

は費用がかかるが売り上げの見通しが立っていない。心配である。選別プラントの資源ゴミは

売れればよい。こちらは心配していない。対象地区を増やすと良い。参加するレストランやホ

テルを増やすと今の施設のキャパシティでは足りなくなる。施設の拡大も検討しなければなら

ない。他地区に広げる場合には３地区で協議してポリシー、コストも考慮しなければならない。

コンポストは競争がないので問題がある。資源ゴミはサレンやジャンクショップと競合する。

対象地区を広げるにはもっと検討が必要。コミュニティとしては、街がきれいになるので協力

する。どの程度まで広げるのがよいか研究が必要。クアンサンティ地区では長く続けていきた

い。（調査団コメント：ホテルやレストランの参加促進のため商工会議所にもコンソーシアムに

入ってもらえばどうか。また、保健衛生とゴミ処理は関係があるので保健衛生の専門家にも入

ってもらうと良い。） 

 

・ このプロジェクトの目的は何か（コンソーシアムメンバーからの質問）：ゴミの減量化が狙い。

ハジャイ市の埋め立て処分場があと２年で一杯になる。新しい処分場用地も決まっていない。

環境省はオープンダンピングを認めない。今の処分場は一応衛生埋め立てである。当分は今の

処分場を使うしかないがいずれ一杯になる。ゴミの減量化は避けられない。他の市の処分場も

いずれ一杯になる。放置すると不法投棄が増えて衛生が悪化する。ゴミを分別するとコンポス

ト、資源ゴミの売却で処分場へ入るゴミが減る。また、ゴミの分別は衛生向上に役立つ。下痢、

皮膚病、寄生虫などの病気とゴミは関係がある。ゴミは水質汚濁の原因にもなる。生ゴミとド

ライゴミを分けて生ゴミをコンポスト化することにより、環境衛生が良くなり病気が減る。 

 

・ 各市の人口規模はどの程度か（調査団からの質問）：アーバンエリアのみで、ハジャイ市は 15

万 7 千人、コホン市は 3 万 7 千人、クアラン市は 3 万人。ゴミ収集サービスはアーバンエリア

中心、一部ルーラルエリアでも収集サービスがある。 

 

 

 

 

 



ヒアリングメモ 7(コホン市パームシティ地区分別収集、選別・コンポスト施設での処理) 

日時、場所：9 月 10 日(土)08:30-10:30、コホン市パームシティ地区、選別・コンポストプラント

他 

相手側：文教大学ローカルコーディネーターMs.ラッタナシリ 

日本側：調査団 3名、通訳 

収集資料：ハジャイ市埋め立て処分場・医療廃棄物焼却施設紹介パンフレット、 

（パームシティ地区での分別収集） 

・ 市役所のパイロットプロジェクト専用車両（ピックアップに蒲鉾型の屋根付き荷台を付けたも

の）1台で生ゴミを月、水、金、土の午前中に２人がかりで収集。コホン市全体の収集車両はこ

のタイプが 2 台、大きいトラックが 5 台。資源ゴミは週 1 回土曜日のみ収集。生ゴミの公共収

集ビンごとトラックに積み込み、代わりに空のビンを置いていく。 

・ パームシティ地区は新興住宅街で貸家のタウンハウスが多い。 

 

（分別収集後の選別・コンポスト施設での処理） 

・ トラックスケールは現在のところ使用されていない。ハジャイ市の埋め立て処分場へ行くトラ

ックが時々使用している。ゴミを積んだ 8m3 トラックの重量が雨期と乾期で変わるので計量す

ることがある。 

・ パイロット地区で専用トラックに分別収集されたゴミは選別・コンポスト施設へ直行する。生

ゴミと資源ゴミを公共収集ビンごと下ろして、生ゴミは異物を取り除く。資源ゴミは床に広げ

て、ガラス瓶、缶、紙、プラスチックに分類して砂糖の袋に入れてヤードに貯留しておく。ベ

ルトコンベアがあるが資源ゴミの量が少ないので使用しておらず、人力で選別している。 

・ タイではビール瓶のデポジット制はなく、瓶を店に持ち込んでも返金はない。家庭からビール

瓶をゴミ収集に排出する。 

・ プラスチックは箱で PP、PEB、PEA、HDPE に選別され、砂糖袋に入れて貯留されている。パイロ

ットプロジェクトに参加しているダイアナデパートや ODEAN デパートのプラスチックも選別ヤ

ードに集めてある。市がデパートから週１回収集している。 

・ 生ゴミはシュレッダーで粉砕した後にショベルローダーで発酵槽へ運ぶ。おが屑を混ぜて貯蔵

しておく。 

・ コンポスト製造後の重量の減量率の計算はまだやっていない。今後計算する予定。 

・ パイロットプロジェクトの評価に関する住民アンケートは今日から戸別訪問して聞き取りで記

入する。 

 

（メンテナンスワークショップ、医療廃棄物の焼却炉） 

・選別・コンポスト施設の隣にハジャイ市のゴミ処理機材（収集車両、重機）のメンテナンスワー

クショップと医療廃棄物の焼却炉がある。 

・ 医療廃棄物の焼却炉はハジャイ市が管理しており、5 トン/日の焼却炉 2 基がある。米国 EPA 規



格に準拠した無煙焼却炉である。収集コンテナは赤やオレンジの色のプラスチック製のカート

付きのもので、医療廃棄物を赤色のプラスチックバッグに入れてコンテナへ出す。 

・ 市による収集は毎日行われており、病院からの持込もある。ハジャイ市以外の市町村もハジャ

イ市へ料金を支払って使用している。 

 

 

ヒアリングメモ 8(クアラン市の埋め立て処分場、プラスチック再生工場) 

日時、場所：9月 10 日(土)10:30-12:00、クアラン市埋め立て処分場、Southern Plastic Co. 

相手側：文教大学ローカルコーディネーターMs.ラッタナシリ、プラスチック会社社長 

日本側：調査団 3名、通訳 

収集資料： 

（クアラン市の埋め立て処分場） 

・ ゴムのプランテーションに囲まれた伐採地にオープンダンピング。一部覆土もあるがほとんど

が覆土のないオープンダンプ。処分場の周りに側溝がある。ゴミは重機で押されて転圧されて

いる。牛が生ゴミを漁っている。ゴミ山の高さは３段で 5m以上ある。ウェイストピッカーは１

世帯いた。 

・ アクセス道路は未舗装だがバラストを入れてローラーで転圧してある。 

・ コホン市の最終処分場はバンプール市の処分場（クアラン市よりも状況は良い）を使用してい

る。 

 

(プラスチック再生工場 Southern Plastic Co.) 

・ ジャンクショップからプラスチックを買い取り（PET 21 バーツ/kg、PE19 バーツ/kg、その他 2

バーツ/kg）、選別、チップ化、射出成型押し出しにより、コンテナ、プラスチックバッグなど

を生産している。原料の量が足りない時はバンコックから買い取ることもある。製品は国内南

部やマレーシアの台所用品の店に売る。韓国、台湾にも輸出している。以前は中国にも輸出し

ていた。ヨーロッパに輸出する計画もある。 

・ 原料のプラスチックゴミはタイ南部、特にハジャイからのもの。サレンからは量が少ないので

買わない。200 ぐらいのジャンクショップから 1回 100kg 以上買い取る。一番遠くのジャンクシ

ョップはヤラ県のベイトン市にある。 

・ 従業員数は 400 名、売り上げは秘密。運転資金はハジャイの政府系銀行から借り入れしている。

金利は 6-7%。 

・ 原料プラスチックの異物は 3-4%、バンプール市の埋め立て処分場へ運んでいる。 

 

 

 

 



ヒアリングメモ 9(コホン市パームシティ地区コミュニティコミッティ) 

日時、場所：9月 10 日(土)18:00-19:30、パームシティ 

相手側：コミュニティコミッティメンバー、文教大学ローカルコーディネーターMs.ラッタナシリ 

日本側：調査団 3名、通訳 

収集資料： 

・ コミュニティコミッティはゴミ処理だけでなく、ほかの地区の問題、たとえば公共の庭木の問

題などについても話し合い、自治体への剪定の陳情などを行っている。政党のリーダーシップ

によってコミッティが動いている。 

・ プロジェクトへ出る資源ゴミの量が少ない理由は分からない。サレンよりも高い値段で住民に

ペイバックするなら資源ゴミの排出が多くなると思う。しかし、一義的には個人の協力の問題

でもある。お金だけではない。そもそも資源ゴミはそんなに高く売れない。家庭内に貯留して

いることもある。収集時間が一定でないのも阻害要因。 

・ 生ゴミとその他のゴミに分けることは協力できる。生ゴミはにおいが出るので分別しやすい。

資源ゴミの分別は面倒である。市の条例があると良い。パームシティにサレンはやってこない。

生ゴミの分別は持続可能。毎日収集されるのでにおいや腐敗を除去できる。資源ゴミは置いて

いてもにおわない。生ゴミのにおいはコンテナに蓋をしていれば問題ない。 

・ プラントで作られるコンポストの品質のチェックに関与したい。家庭にガーデンがある。そこ

で使用して住民に評価されるとプロジェクトのプロモーションになる。品質の良いコンポスト

をどこで手に入れることができるか、コンタクト先を教えることができるようになる。品質が

良ければ個人的に買いたくなるだろう。 

・ プロジェクトの目的を達成するには、市役所、JICA、コミュニティの３者の協力が重要。市役

所と JICA の話し合いがきちんと行われていれば、コミュニティは協力する。条例がないと動か

ない。選挙や市長の交代は関係ない。市役所が指示を出さないとコミュニティの協力は持続し

ない。 

・ コホン市のゴミはバンプール市の処分場へ持ち込まれている。処分料金として 250 バーツ/トン

を支払っている。コホン市には処分場用地がない。バンプール市には処分場が 4ヶ所ある。 

・ ハジャイ市は分別収集の地区の拡大を検討中。コホン市ではパームシティと同様のタウンハウ

スのコミュニティへの拡大を検討している。分別ゴミは現在１台で収集しているが、地区を拡

大してもきちんと分別すれば１台で間に合うはず。 

 

 

 

 

 

 

 



ヒアリングメモ 10(ハジャイ市クランナ地区コミュニティミーティング) 

日時、場所：9月 11 日(日)13:00-14:15、クランナ地区 

相手側：コミュニティ住民、ハジャイ市環境啓発課長ローカルコーディネーターMs.ラッタナシリ 

日本側：調査団 3名、通訳 

収集資料： 

・ 説明会を行い、コンテナを渡しても分別に協力しない人もいる。生ゴミは豚の餌になる。 

・ 生ゴミの分別状況は良い。ゴミが減った。全体的には状況は改善されている。 

・ プロモーションの強化・拡大が必要。コンテナを渡した後のフォローアップが必要。 

・ サレンに資源ゴミを売っている人がいる。住民の協力を得られるよう市による計画の説明が必

要。市によるプロモーションが必要。 

・ プロジェクトを知っている人は参集者 50 人以上の中で 10 人未満。しかし、ほとんど全員が今

後参加したいとしている。理由は社会にとって役に立つプロジェクトだから。 

・ プロモーションの方法としては地区での放送、お知らせペーパーの配布が良い。 

 




	表紙
	目次
	地図
	写真
	略語表
	終了時評価調査結果要約表
	第１章　評価調査の概要
	１－１　調査団派遣の経緯と目的
	１－２　調査団の構成
	１－３　評価調査日程
	１－４　主要面談者
	１－５　プロジェクトの概要

	第２章　評価の方法
	２－１　プロジェクト評価の方法
	２－２　調査方法

	第３章　プロジェクトの実施経過と現状
	第４章　プロジェクトの実績と目標達成状況
	４－１　投入実績
	４－２　成果の達成状況と活動実績
	４－３　プロジェクト目標の達成状況
	４－４　上位目標の達成見込み

	第５章　評価結果
	５－１　評価結果の総括
	５－２　評価５項目による分析

	第６章　提言と教訓
	６－１　提言
	６－２　教訓

	付属資料
	１．ミニッツ及び合同評価報告書
	２．和文ＰＤＭ
	３．評価グリッド
	４．聞き取り調査メモ録




